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祝 成 人
　真庭市成人式が�月��日、勝山文化センターで開催

され新成人���名が参加しました。勝山小学校�年生に

よる「よさこいソーラン」で始まった式典では、井手

市長、大西教育委員長などから激励のことばが送られ、

成人者を代表して國本剛史さん（勝山）がお礼の言葉

を述べました。式典後には成人式実行委員会が企画し

たマジックなどのアトラクションが行われました。そ

れぞれの夢に向かって進んでいく新成人に「二十歳の

抱負」を聞きましたので、ご覧ください。

��������	
��

お礼のことばを述べるお礼のことばを述べる
國本剛史さん（勝山）國本剛史さん（勝山）

記念品を受け取る記念品を受け取る
大美綾子さん（豊栄）大美綾子さん（豊栄）
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オープニングは勝山小�年生のよさこいソーラン

記念撮影では着付けボランティアの方も大忙し

平成��年
真庭市成人式

　
対象者 ���名
男性　 ���人
女性　 ���人

　
昭和��年�月�日から
昭和��年�月�日に生
まれた皆さん　　　　



　

真
庭
市
の
会
計
は
�
つ
の
会
計
に

分
け
ら
れ
ま
す
。
一
つ
目
は
、
一
般

的
な
経
費
が
出
し
入
れ
さ
れ
る
「
一

般
会
計
」、
�
つ
目
は
特
別
な
事
業
を

行
う
た
め
の
経
費
を
一
般
会
計
と
は

区
別
し
て
出
し
入
れ
す
る
「
特
別
会

計
」、
�
つ
目
は
法
律
に
よ
っ
て
収
益

が
認
め
ら
れ
て
い
る
水
道
事
業
な
ど

の
「
企
業
会
計
」
で
す
。
こ
の
中
で
、

��������	
���

市
の
運
営
上
の
中
核
と
な
り
、
最
も

大
き
な
お
金
が
出
入
り
す
る
会
計
が

「
一
般
会
計
」
で
す
。

　

平
成　

年
度
に
真
庭
市
の
一
般
会

��

計
に
入
っ
て
き
た
お
金
（
歳
入
）
か

ら
使
っ
た
お
金
（
歳
出
）
を
差
し
引

い
た
結
果
は
、　

億
�
、�
�
�
万
円

��

と
な
り
ま
す
。
差
し
引
き
残
額
の
う

ち
に
は
、
平
成　

年
度
（
※
平
成　

��

�� 　

平
成　

年
度
（
平
成　

年
�
月
�
日
〜
平
成　

年
�
月

��

��

��

　

日
ま
で
）
の
真
庭
市
会
計
の
決
算
が
議
会
で
承
認
さ
れ

��ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
な
ど
が

ど
の
よ
う
な
使
い
道
を
さ
れ
た
の
か
、
財
政
状
況
と
併
せ

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成�

年
度 
真
庭
市

��一
般
会
計

平成��年度一般会計決算でみる
自主財源と依存財源の割合

�����

��������	�

��������

������
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�
つ
の
会
計
に
分
け
ら
れ
る

真
庭
市
の
会
計

　

億
�
�
�
万
円
の

��「
黒
字
決
算
」

年
�
月
�
日
〜
平
成　

年
�
月　

日

��

��

ま
で
）
へ
事
業
を
繰
り
越
し
て
使
う

た
め
の
お
金
�
億
�
、�
�
�
万
円

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
差
し
引

い
た
、
平
成　

年
度
の
実
質
的
な
収

��

支
は
、　

億
�
�
�
万
円
の
「
黒
字
」

��

決
算
と
な
り
ま
し
た
。

自
主
財
源
と
依
存
財
源

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ

く
市
税
な
ど
、
真
庭
市
が
独
自
に
確

保
で
き
る
収
入
を
自
主
財
源
と
呼
び
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※市税は、市民の皆さんに直接、真庭市に収めていただいた
　税金です。 真庭市の歳入全体では����％です。

教
育
費
の
順
で
し
た
。
平
成　

年
度

��

の
決
算
で
は
、
民
生
費
が
昨
年
に
引

き
続
き
�
位
、
続
い
て
農
林
水
産
業

費
、
公
債
費
の
順
と
な
り
ま
し
た
。

民
生
費
は
、高
齢
者
や
障
害
者
福
祉
、

児
童
手
当
な
ど
の
費
用
や
幼
児
教
育

セ
ン
タ
ー
の
建
築
費
用
な
ど
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。農
林
水
産
事
業
費
は
、

農
業
や
林
業
な
ど
の
振
興
に
用
い
ら

れ
る
費
用
で
、
昨
年
の
�
位
か
ら
費

用
が
大
き
く
増
加
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
情
報
化
施
設
整
備
（
ラ
ス
ト
ワ

ン
マ
イ
ル
）
事
業
費
の
増
加
が
主
な

要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
国
や
県
か

ら
交
付
さ
れ
る
お
金
や
借
入
金
を
依

存
財
源
と
呼
び
ま
す
。
平
成　

年
度

��

歳
入
で
は
、
依
存
財
源
の
歳
入
全
体

に
占
め
る
割
合
が
平
成　

年
度
に
続

��

き　

％
を
超
え
て
い
ま
す
。
地
方
公

��
共
団
体
で
は
、
こ
の
依
存
財
源
が
少

な
い
ほ
ど
、
財
政
の
健
全
性
が
あ
る

と
さ
れ
て
ま
す
。

　

平
成　

年
度
決
算
で
大
き
い
割
合

��

を
占
め
た
の
は
、
民
生
費
、
公
債
費
、

民
生
・
農
林
水
産
業
・
公
債
費
が

歳
出
の
上
位
を
占
め
る

��億�,���万円市民税

市
税 
の 
内 
訳

��億�,���万円固定資産税

�億�,���万円軽自動車税

�億�,���万円市町村たばこ税

��万円鉱産税

�,���万円入湯税

��億�,���万円合計
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特
別
会
計
�������

������

��������	

��������

�����

　

特
別
会
計
は
、
特
別
の
事
業
を
行

う
場
合
に
、
特
定
の
収
入
（
た
と
え

ば
、
保
険
料
や
使
用
料
な
ど
）
を
も

っ
て
そ
の
事
業
に
あ
て
る
た
め
、
一

般
会
計
か
ら
切
り
離
す
こ
と
で
、
経

理
上
そ
の
内
容
が
明
確
に
な
る
よ
う

に
設
け
ら
れ
て
い
る
会
計
で
す
。

　

真
庭
市
に
は
、
医
療
や
介
護
な
ど

に
係
る
、
国
民
健
康
保
険
事
業
、
老

人
保
険
事
業
や
介
護
保
険
事
業
の
特

別
会
計
、
生
活
基
盤
と
し
て
整
備
が

進
ん
で
い
る
上
下
水
道
事
業
の
特
別

会
計
な
ど　

の
特
別
会
計
が
あ
り
ま

��

す
。
ど
の
事
業
も
わ
た
し
た
ち
の
生

活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
、
大

切
な
事
業
で
す
。
平
成　

年
度
特
別

��

会
計
の
決
算
額
を
次
の
と
お
り
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

●高齢者住宅整備資金貸付事業
歳入額 ���万円
歳出額 ���万円

差引額 �万円

●牧場事業
歳入額 �����万円
歳出額 �����万円

差引額 �万円

●国民健康保険事業
歳入額 ��億�����万円
歳出額 ��億�����万円

差引額 �億�����万円

●老人保健事業
歳入額 ��億�����万円
歳出額 ��億�����万円

差引額 �����万円

●介護保険事業
歳入額 ��億�����万円
歳出額 ��億�����万円

差引額 �億�����万円

●介護保険事業（サービス勘定）
歳入額 �����万円
歳出額 �����万円

差引額 �万円

●簡易水道事業
歳入額 ��億�����万円
歳出額 ��億�����万円

差引額 �����万円

●浄化槽事業
歳入額 �億�����万円
歳出額 �億�����万円

差引額 ���万円

●農業集落排水事業
歳入額 ��億�����万円
歳出額 ��億�����万円

差引額 ���万円

●下水道事業
歳入額 ��億�����万円
歳出額 ��億�����万円

差引額 �����万円

●分譲宅地事業
歳入額 �����万円
歳出額 �����万円

差引額 ���万円

●津黒高原観光事業
歳入額 �億�����万円
歳出額 �億�����万円

差引額 ��万円

●クリエイト菅谷事業
歳入額 �����万円
歳出額 �����万円

差引額 �����万円

●温泉事業
歳入額 �億�����万円
歳出額 �億�����万円

差引額 �����万円

●交通災害共済事業
歳入額 ���万円
歳出額 ���万円

差引額 ���万円
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��億�����万円財 政 調 整 基 金

�億�����万円減 債 基 金

�億�����万円土 地 開 発 基 金

�����万円木材のまち勝山・ふれあいの森事業推進基金

�億�����万円有 線 テ レ ビ 施 設 基 金

�����万円湯 原 憩 の 家 施 設 基 金

�����万円西 の 明 日 香 村 整 備 基 金

�����万円北房中学校校舎・屋内運動場建築基金

�億�����万円国 民 体 育 大 会 運 営 基 金

�億�����万円養護老人ホーム施設整備基金

�億�����万円し 尿 処 理 施 設 整 備 基 金

�����万円消 防 施 設 整 備 基 金

�����万円人 材 育 成 支 援 事 業 基 金

�����万円高齢者等肉用牛導入事業基金

�����万円ご み 処 理 施 設 整 備 基 金

�����万円火 葬 場 施 設 整 備 基 金

�億�����万円振 興 基 金

�億�����万円庁 舎 建 設 基 金

�億�����万円情 報 化 施 設 整 備 基 金

�億�����万円国 民 健 康 保 険 事 業 基 金

�億�����万円介 護 給 付 費 準 備 基 金

�����万円簡 易 水 道 減 債 基 金

�����万円簡 易 水 道 設 備 整 備 基 金

�億�����万円下 水 道 償 還 基 金

�����万円下 水 道 施 設 整 備 基 金

�����万円湯 原 温 泉 事 業 基 金

�����万円交 通 災 害 共 済 基 金

��億�����万円合　　　計

　公営企業とは、地方公共団体が住民福祉の向上のた

めに経営し、独自の事業収益をあげることで運営してい

くことが認められている「企業」のことです。真庭市には

�つの公営企業（水道事業、国民宿舎事業（桃李荘）、国民

健康保険湯原温泉病院事業、農業共済事業）があります。

平成��年度会計決算は、下記のとおりです。なお、資本

的収入額が資本的支出額に対して不足した額について

は、損益勘定留保資金などで補てんされています。

公営企業会計
���������	
�

��������	
��
�

収益的収支（共済事業）

�億�����万円共済事業収益

�億�����万円共済事業費用

���万円差引額

資本的収支

�円資本的収入

�円資本的支出

�円差引額

■農業共済事業会計

収益的収支（経常収支）

��億�����万円病院事業収益

��億�����万円病院事業費用

▲���万円差引額

資本的収支（施設建設などの収支）

�����万円資本的収入

�億�����万円資本的支出

▲�����万円差引額

■国民健康保険湯原温泉病院事業会計

収益的収支（経常収支）

�億�����万円事業収益

�億�����万円事業費用

���万円差引額

資本的収支（施設建設などの収支）

�円資本的収入

���万円資本的支出

▲���万円差引額

■国民宿舎事業会計（桃李荘会計）

収益的収支（水道料などでの収支）

�億�����万円水道事業収益

�億�����万円水道事業費用

�����万円差引額

資本的収支（施設建設などの収支）

�億�����万円資本的収入

�億�����万円資本的支出

▲�億�����万円差引額

■水道事業会計（落合・久世・勝山上水道事業）

　市の保有する財産は、主に土

地、建物などの公有財産、車両

などの物品、各種貸付金などの債

券、特定の目的のために資金を積

み立てたり運用するために設け

た基金などがあります。平成��年

度末現在の状況を次のとおりお

知らせします。

財
産
公有財産

車両

債券
�億�����万円育英貸付金などの貸付金

���台公用車などの車両台数

�������������	平方㍍土　 地

���������平方㍍木　 造
建 物

���������	平方㍍非 木 造

����������平方㍍所有林
面 積

山 林
����������平方㍍分収林

���������立方㍍所有林立木の推定
蓄 積 量 �������立方㍍分収林

�億�����万円有 価 証 券

��億�����万円出 資 に よ る 権 利

�億�����万円出 捐 に よ る 権 利

�����万円拠 出 金 に よ る 権 利

���万円寄 託 金 に よ る 権 利
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負
債

　市が大きな事業を実施するときに、

国や金融機関などから借り入れたお金

に対する返済金、つまり真庭市が抱え

る借金です。平成��年度末現在の���

億�,���万円からすると��億�,���万円増

加しています。

■市の債務（負債）状況 （平成18年度末現在）

■市民 １人当たりにすると

　　　      約 ������万円
※平成��年�月��日現在の人口������人で算出

性質別に分析
　普通会計決算額をもとに、その使い道を性質別に分類
して、費用の多く掛かった上位�位をお知らせします。

第�位／投資的経費 ��億�,���万円
　　道路などの社会資本整備や農業基盤の整備など

第�位／人件費 ��億�,���万円
　　市議会議員・各種委員報酬や市職員給与など

第�位／公債費 ��億�,���万円
　　長期的に借り入れているお金の返済

第�位／物件費 ��億�,���万円
　　消耗品や委託料などの経費

第�位／負担金･補助金 ��億�,���万円
　　各種事業、各種団体などへの負担金や補助金

第�位／扶助費 ��億�,���万円
　　福祉、医療などの社会保障のための経費
　

※普通会計には、一般会計に加えて、牧場事業、高齢者住

　宅整備資金貸付事業が含まれてます。

���億�����万円一 般 会 計
���万円高齢者住宅整備資金貸付事業

特　

別　

会　

計

��億�����万円簡 易 水 道 事 業

�億�����万円浄 化 槽 事 業

��億�����万円農 業 集 落 排 水 事 業

���億�����万円下 水 道 事 業

�円分 譲 宅 地 事 業

�億�����万円津 黒 高 原 観 光 事 業

��億�����万円水 道 企 業 会 計

�����万円国 民 宿 舎 事 業 会 計

��億�����万円国民健康保険湯原温泉病院事業会計

���億�����万円総　合　計

�

平成��年度決算でみ る

真
庭
市
の

財
政
状
況
真庭市の財政は、今どのうような　真庭市の財政は、今どのうような

状況にあるのでしょう。国や県では、状況にあるのでしょう。国や県では、

自治体の財政力を比較や検討するた自治体の財政力を比較や検討するた

めに、「財政力指数」、「経常収支比めに、「財政力指数」、「経常収支比

率」、「公債費比率」、「実質公債費比率」、「公債費比率」、「実質公債費比

率」などように、さまざまな指標を率」などように、さまざまな指標を

利用しています。これらの指標は、利用しています。これらの指標は、

今後の真庭市の財政状況と比較する今後の真庭市の財政状況と比較する

上でも重要な指標になります。平成上でも重要な指標になります。平成

18年度の決算からみる次の18年度の決算からみる次の��種類種類

の指標を国や県の平均値と併せてごの指標を国や県の平均値と併せてご

紹介しますので、ご覧ください。紹介しますので、ご覧ください。

問い合わせ先

決算および財政状況に関する問い

合わせは、下記までお願いします。

真庭市総務部財政課

℡����-��-����
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家庭に例えると、ローンの返済額に加

えて、実質は定期的に返済していると

思われる借金の合計額が家計で占め

る割合を算出したもの。比率が��％

以上になると、地方債の発行（市が事

業のために借り入れるお金）が許可制

となり、��％以上になると、借り入れに

制限がかかってきます。

借入の制限

実質公債費比率【��.�】
前年度【��.�】

　公債費に加えて公債費に準じ
る経費を加味して、算出する比
率。

家庭に例えると、食費や光熱水費、

子どもの教育費など、どうしても支

払うことが必要なお金が収入全体で

どの程度の比率になっているかを示

したもの。この数字が高いほど余裕

のない家計といえます。真庭市は、

昨年度より�.�％増加して��.�％とな

り、県平均を上回っています。

財政構造の弾力性

経常収支比率【��. �】
前年度【��】

　財政の弾力性（ゆとり）を示
すもので、この比率が大きいほ
ど硬直化した財政といえる。

家庭に例えると「�」に近づくほど、

裕福な家計内容と言えます。「�」を

超えると独自の収入が十分あり、特

別な手当て（国からの地方交付税）

は必要ない団体と位置づけられま

す。真庭市は、昨年度より�.���ポイ

ント上がり、若干改善されたものの、

県平均を下回っています。

財政力

財政力指数【�. ���】
前年度【�. ���】

　地方公共団体の財政上の能力
を示すもので、数値が「�」に
近いほど体力がある。

家庭に例えると、住宅ローンなどの返済

に充てている額が、収入のうち、どの程

度の比率になるか示したものです。割

合が高いほどローンが家計を圧迫し、い

ざというときや、そのほかの目的にお金

を使用することができにくくなるというも

の。昨年度に比べて���％下がり改善し

たももの、県平均を上回っています。

公債費比率

公債費比率【����】
前年度【����】

　公債費と一時借り入れ金の元
利償還金が占める割合。高いほ
ど財政が硬直化している。

健
全
財 
政
�
�
�
�
��
�

�
��

�
�
�
�
�
�
��
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す
べ
て
の
受
給
者
お
よ
び
加
入
者
に
送
付
さ
れ
ま
す

�
�
�
�
�
�
�

市
民
生
活
部 
市
民
課　

℡
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�

��

　

訂
正
が
無
い
場
合
は
、
同
封
の
確
認
は
が
き

を
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
訂
正
が
あ
る
場

合
は
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
に
相
談
く

だ
さ
い
。

住
所
や
名
字
の
変
更
手
続
き
は
速
や
か
に

　

ね
ん
き
ん
特
別
便
は
皆
さ
ん
の
住
所
に
直
接

郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
住
所
や
名
字
が
変
わ
っ

て
い
る
場
合
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。
年
金
受

給
者
の
方
は
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
で
、

現
役
加
入
者
の
う
ち
国
民
年
金
（
第
�
号
被
保

険
者
）
の
方
は
市
町
村
役
場
で
、
厚
生
年
金
加

入
者
と
そ
の
被
扶
養
配
偶
者
の
方
は
勤
務
先
を

通
じ
て
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

発
送
時
期
は
人
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

　

記
録
に
結
び
つ
く
可
能
性
の
あ
る
方
に
は
、

�
月
ま
で
に
お
送
り
し
、
そ
れ
以
外
の
す
べ
て

の
年
金
受
給
者
・
現
役
加
入
者
の
方
に
は
、
�

月
以
降
順
次
、
加
入
履
歴
を
お
届
け
で
き
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

※
同
一
世
帯
や
同
年
齢
で
あ
っ
て
も
、
同
時
期

　

に
届
く
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
基
礎
年
金
番
号
に
統
合
さ
れ
て
い
な
い
約
�
、�
�
�
万
件
の
記
録
、
い
わ
ゆ
る
、
宙

に
浮
い
た
年
金
に
つ
い
て
、平
成　

年　

月
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
名
寄
せ
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

��

��

そ
し
て
、
作
業
の
結
果
抽
出
さ
れ
た
、「
統
合
さ
れ
て
い
な
い
記
録
と
結
び
つ
く
可
能
性
が
あ
る
」
と
さ
れ
る

人
か
ら
順
次
、「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を
送
付
し
、
年
金
記
録
の
統
合
や
確
認
を
進
め
ま
す
。

記
録
の
統
合
・
確
認
を
行
い
ま
す

　

名
寄
せ
作
業
に
よ
り
、
基
礎
年
金
番
号
で
管

理
さ
れ
て
い
る
記
録
と
未
統
合
の
�
、 �
�
� 

万
件
の
記
録
を
、
氏
名
・
性
別
・
生
年
月
日
の

情
報
で
付
き
合
わ
せ
、
年
金
記
録
に
結
び
つ
く

可
能
性
の
あ
る
人
を
抽
出
し
て
い
ま
す
が
、
抽

出
さ
れ
た
デ
ー
タ
だ
け
で
は
最
終
的
な
判
断
は

で
き
ま
せ
ん
。
ね
ん
き
ん
特
別
便
に
よ
っ
て
、

可
能
性
の
あ
る
人
に
は
統
合
作
業
を
さ
ら
に
進

め
、
そ
れ
以
外
の
年
金
受
給
者
・
現
役
加
入
者

に
は
、
加
入
記
録
に
間
違
い
が
無
い
か
、
確
認

作
業
を
進
め
ま
す
。

皆
さ
ん
の
確
認
が
必
ず
必
要
で
す

　

ね
ん
き
ん
特
別
便
が
届
い
た
ら
同
封
さ
れ
て

い
る
加
入
記
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
の
加
入

記
録
は
、
現
時
点
に
お
い
て
社
会
保
険
庁
が
把

握
し
て
い
る
記
録
で
あ
っ
て
、
具
体
的
な
疑
問

カ
所
な
ど
を
示
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
訂

正
を
行
う
場
合
は
、
本
人
に
よ
る
「
ど
の
期
間

が
抜
け
て
い
る
の
か
」、と
い
っ
た
具
体
的
な
回

答
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ねんきん特別便の封書（封書の色は現物と異なります）

問い合わせ先

ねんきん特別便  専用ダ イ ヤ ル 　 ℡ ������������
受付時間　●月～金：午前�時～午後�時　●第�土曜日：�時～午後�時

※社会保険事務所の窓口もご利用いただけますが、週の前半、または午前11時～午後�時はたいへん混雑
しますのでご注意ください。

お問い合わせは各担当部局へ
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�
月　

日
�
か
ら
所
得
税
と
住
民
税
の
申
告
納
税
相
談
が
始
ま
り
ま
す
。
真
庭
市
で
は
市
内
各
所

��

に
申
告
相
談
会
場
を
設
け
ま
す
。
申
告
期
限
が
近
づ
く
と
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
�
月
に
各
世
帯

へ
お
配
り
し
た
「
平
成　

年
度
住
民
税
申
告
相
談
日
程
表
」
を
ご
覧
の
う
え
、
な
る
べ
く
指
定
日
に

��

必
要
な
書
類
な
ど
を
準
備
し
て
申
告
会
場
に
お
越
し
下
さ
い
。

　

な
お
、
日
程
表
を
紛
失
な
ど
さ
れ
た
場
合
は
、
真
庭
市
役
所
税
務
課
・
蒜
山
振
興
局
・
各
支
局
窓

口
に
予
備
を
置
い
て
い
ま
す
の
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

　

証
明
書
、
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
等
利
用

　

料
等
領
収
書
な
ど

・
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
初
め
て
受
け
る
人

　

登
記
簿
謄
本
、
売
買
（
工
事
請
負
）
契
約
書

　

の
写
し
、
住
民
票
、
借
入
金
年
末
残
高
証
明

　

書
ほ
か

③
印
鑑

④
本
人
名
義
の
預
金
通
帳
（
還
付
の
場
合
）

⑤
農
業
所
得
の
あ
る
方
は
収
支
内
訳
書
と
そ
の

　

根
拠
と
な
る
資
料　

収
支
計
算
は
お
済
み
で
す
か
？

　

必
ず
、
農
業
の
収
支
計
算
を
済
ま
せ
た
う
え

で
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
新
し
く
農
機
具

を
購
入
さ
れ
た
方
は
販
売
証
明
書
を
、
肉
用
牛

を
売
却
し
た
方
は
肉
用
牛
の
販
売
証
明
書
も
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

申
告
手
続
き
の
際
の
注
意
点

必
要
書
類
は
お
揃
い
で
す
か
？

①
各
種
収
入
を
証
明
す
る
資
料

　

源
泉
徴
収
票
（
給
与
、
年
金
な
ど
）
の
原
本
、

　

支
払
い
調
書
、
売
買
契
約
書
、
買
取
証
明
書

　

な
ど

②
控
除
を
証
明
す
る
資
料

・
保
険
料
控
除
を
受
け
る
人

　

国
民
年
金
等
控
除
証
明
書
・
領
収
書
、
生
命

　

保
険
・
地
震
保
険
料
控
除
証
明
書
な
ど

・
障
害
者
控
除
を
受
け
る
人

　

障
害
者
手
帳
、
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

　

な
ど

・
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人

　

医
療
費
の
領
収
書
又
は
領
収
明
細
書
（
医
療

　

費
通
知
は
不
可
）、
お
む
つ
代
医
療
費
控
除 

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）
の
ご
案
内

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
電
子
申
告
・
納
税
を

　

国
税
の
電
子
申
告
納
税
シ
ス
テ
ム
「
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
登

録
に
よ
り
、
自
宅
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
国
税
に
関
す
る
申
告
や
申
請
、
納
税
が

で
き
、
税
務
署
な
ど
に
何
度
も
出
か
け
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
イ
ー
タ

ッ
ク
ス
を
利
用
し
て
申
告
す
る
場
合
、
次
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

①
平
成�

年
分
ま
た
は�

年
分
の
い
ず
れ
か
�
回
、
本
人
の
電
子
署
名
お
よ
び
電
子

��

��

　

証
明
書
を
付
し
て
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
提
出
を
行
う
場
合
、
所
得
税
額
か
ら

　

そ
の
年
分
の
所
得
税
額
を
限
度
と
し
て
�
���
�
�
�
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

②
医
療
費
の
領
収
書
や
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
一
定
の
書
類
は
、
イ
ー
タ

　

ッ
ク
ス
を
利
用
し
て
書
類
の
記
載
内
容
を
入
力
し
て
送
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

　

の
書
類
の
提
出
ま
た
は
提
示
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
で
申
告
さ
れ
た
還
付
申
告
は
早
期
処
理
を
し
て
い
ま
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http
://w

w
w
.nta
.g
o
.jp
/

イ
ー
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 　

http
://w

w
w
.e
-ta
x
.nta
.g
o
.jp
/
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進
捗

状
況

企
画
観
光
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情
報
推
進
課　

℡
�
�
�
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�
�
�
�
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真
庭
市 
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ 
イ
ル
事
業

加
入
状
況

　

平
成　

年
末
現
在
の
一
般
世
帯
の
加
入
申

��

し
込
み
の
状
況
は
左
上
図
の
通
り
で
す
。

加
入
申
し
込
み
の
追
加
受
付

　

未
加
入
の
方
で
加
入
希
望
の
方
は
引
き
続

き
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

情
報
推
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
本
年
度
の
工
事
に
は
間
に
合

い
ま
せ
ん
の
で
設
置
工
事
が
�
月
以
降
に
な

る
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

宅
内
工
事
の
状
況（�

年
度
施
工
南
部
地
区
）

��

　

宅
内
機
器
の
設
置
工
事
は
、
左
下
図
の
と

お
り
実
施
中
で
す
。
未
工
事
の
お
宅
に
つ
い

て
は
、
今
後
施
工
業
者
が
直
接
電
話
な
ど
を

差
し
上
げ
、工
事
日
を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

市
内
無
料
電
話

　

市
内
の
加
入
者
同
士
の
通
話
料
が
無
料
に

な
る
市
内
無
料
電
話
は
、
工
事
完
了
日
か
ら

利
用
で
き
ま
す
。
な
お
市
役
所
関
係
で
は
、

現
在
勝
山
、
蒜
山
、
美
甘
、
湯
原
の
庁
舎
に

市
内
無
料
電
話
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
他
の
庁
舎
は
�
月
中
ご
ろ
か
ら
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

市
内
無
料
電
話
転
送
電
話
サ
ー
ビ
ス　

　

市
内
無
料
電
話
の
新
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
�

月
か
ら
転
送
電
話
を
始
め
ま
す
。
登
録
い
た

だ
く
と
、
外
出
な
ど
で
不
在
の
場
合
に
、
指

定
の
電
話
（
携
帯
電
話
可
）
に
転
送
す
る
サ

ー
ビ
ス
で
す
。
無
料
で
す
の
で
、
ご
希
望
の

方
は
情
報
推
進
課
ま
で
。

北部地域の皆さんへ
  現在、蒜山・美甘・湯原・月田・富原

地区につきましては、NTT西日本が各家

庭の音声告知機の交換を行っています。

これは市内の告知機の仕様を統一し、今

後予想される新サービスに対応するため

のもので、NTT西日本が自主的に行って

います。皆さんのご協力をお願いします。

　　�月　　    �月        �月 �月末 

北房

勝山

落合

久世

宅内工事の状況（19年度施工南部地区）

各地区の加入状況 （一般世帯）

真庭市
テレビ

市内
無料電話

音声告知
地区

加入率加入数加入率加入数加入率加入数

��%�,�����%�,�����%�,���蒜山

��%�����%�����%���美甘

��%�����%�����%�,���湯原

��%�,�����%�,�����%�,���勝山

��%�,�����%�,�����%�,���北房

��%�,�����%�,�����%�,���落合

��%�,�����%�,�����%�,���久世

※加入数は１２月現在の世帯の戸数です

� �

� �

� �

� �

�/��� ������～�����　 勝山文化センター
企画観光部 企画政策課　℡����-��-����

　

真
庭
地
域
（
真
庭
市
・
新
庄
村
）
で
、
よ
り

よ
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
取
り
組
む
グ
ル
ー
プ

同
士
（
地
域
づ
く
り
委
員
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
を

含
む
）
と
行
政
と
の
交
流
会
「
交
流
メ
ッ
セ
・

ま
に
わ
」
を
開
催
し
ま
す
。
活
動
発
表
や
、
パ

ネ
ル
展
示
な
ど
を
通
じ
て
、
互
い
を
知
り
、
手

を
携
え
る
き
っ
か
け
を
つ
く
り
ま
す
。

　

新
し
い
「
ま
に
わ
」
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る

方
、「
ま
に
わ
」
で
一
緒
に
活
動
す
る
仲
間
を
探

し
て
い
る
方
、「
ま
に
わ
」を
知
り
た
い
方
は
、ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

内
容

�
団
体
の
活
動
発
表

�
特
産
品
の
紹
介
や
販
売

�
参
加
団
体
同
士
の
交
流
会
な
ど

※
子
ど
も
も
楽
し
め
る
託
児
ス
ペ
ー
ス
も
用
意

　

し
て
い
ま
す
。

主
催　

交
流
メ
ッ
セ
・
ま
に
わ
実
行
委
員
会

昨年は分科会などを行い地域づくりを考えました

参加団体を募集
活動発表・パネル展示などを行いたい団体を
募集しています。詳しくは企画政策課まで。
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　同じ市内でも異なる気候風土を持ち合わせる真庭市

では、各地域それぞれが地域の特色を生かし、農業、

産業、そしてさまざまな技術・伝統・文化などを育ん

できました。これらはすべて、簡単に真似のできない

固有のもの、「地域資源」と呼べるものです。

　今回のフォーラムでは、この地域資源の中の一つで

ある農産物に焦点を当て、農産物の活用・販売による

地域活性化策について考えます。

日時　�月 ����日 �　午後�時��分～

場所　久世公民館 大ホール　（久世庁舎隣）

内容　

・基調講演　演題『中山間地域とブランド農業』

　講師　岡山商科大学経済学部教授　多田憲一郎 氏

・話題提供　（独）中小企業基盤整備機構

・パネルディスカッション　

　テーマ「農産物を活用した売る物づくりへの提言」

コーディネーター

　多田憲一郎氏　（岡山商科大学経済学部教授）

パネリスト

　植木啓司氏　ひるぜんワイン㈲専務取締役（真庭市）

　永井　進氏　㈲永井農場専務取締役（長野県東御市）

　佐古淳子氏　世羅高原�次産業ネットワーク理事長

　　　　　　　（広島県世羅町）

主催：真庭市、（独）中小企業基盤整備機構中国支部、　

　　　中国経済産業局

産業部  農業振興課　℡����������	�

お問い合わせは各担当部局へ

　たばこ業界では、未成年者喫煙防止の
ため、����年から順次、成人識別たばこ
自動販売機を導入します。今後は、成人

識別 Ｉ Ｃカード 「taspo（タスポ）」が無いと、
自動販売機では、たばこは購入できなく
なります。

たばこの購入には「タスポ」が必要

 ▲安全性の高い成人識別ＩＣカード 「タスポ」

������  カード申し込み開始
������  成人識別販売機導入
　タスポは、申し込み時に皆さんが成人

であることを確認・審査したうえで発行

されます。たばこ購入の際には、自動販

売機がカードに記録された情報を瞬時に

読み取り、成人識別を行います。また、

カードに搭載している電子マネー機能を

使えば、代金決済も瞬時に行うことがで

きるようになっています。

「タスポ」を申し込むには
　たばこ販売店に設置してある「申込書

キット」を手に入れたのち、申込書に必

要事項を記入のうえ、所定の位置に本人

確認書類と顔写真を張り、返信用封筒で

投函してください。

問い合わせ先　　　　　　　　　
�日本たばこ協会　未成年者喫煙防止対
策室　℡��-����-����

未 成 年 者 に は

買わせない
成人識別たばこ自動販売機を導入

発行手数料・年会費 無 料
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再
生
・
活
性
化
を
図
り
、
安
全
・
安
心
で

快
適
な
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
ま
す
。

  
事
業
の
実
施
期
間　

　

平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
の
�
年

��

��

間
が
実
施
期
間
と
な
り
ま
す
。（
申
請
は
単

年
ご
と
で
す
）

  
補
助
対
象
と
な
る
事
業
例

　

こ
の
事
業
で
は
、
既
存
の
地
域
活
動
だ

け
で
は
な
く
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け

た
取
り
組
み
を
応
援
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
地
域
で
課
題
を
集
約
し
、
課
題

を
共
有
し
て
、
み
ん
な
で
解
決
方
法
を
考

え
、
実
施
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
事
例

と
し
て
、
い
く
つ
か
挙
げ
て
い
ま
す
。

①
安
全
・
安
心
の
地
域
づ
く
り
事
業
（
防

　

犯
・
防
災
マ
ッ
プ
づ
く
り
な
ど
）

②
三
世
代
交
流
事
業
（
交
流
イ
ベ
ン
ト
な

　

ど
）

③
環
境
保
全
事
業
（
自
然
を
守
り
、
育
て

　

る
取
り
組
み
な
ど
）

④
地
域
交
流
事
業
（
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
文

　

化
祭
な
ど
）

⑤
地
域
の
課
題
解
決
事
業
（
地
域
の
課
題

　

解
決
に
向
け
た
研
修
会
な
ど
の
実
施
）

⑥
地
域
の
資
源
活
用
事
業
（
地
域
の
資
源

　

や
魅
力
を
再
発
見
す
る
取
り
組
み
な
ど
）

⑦
地
域
情
報
共
有
事
業
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

紙
、
ミ
ニ
コ
ミ
紙
の
発
行
な
ど
）

  
事
業
実
施
の
背
景

　

「
自
立
」、「
協
働
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
新

し
い
時
代
に
対
応
で
き
る
地
域
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
地
域
自
治
は
「
地
域
の
こ

と
は
地
域
で
決
め
る
」「
地
域
の
課
題
は
地

域
の
力
で
解
決
す
る
」
と
い
う
考
え
が
基

本
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
を
図
る
こ
と
が
重

要
と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
地
域
づ
く
り
の
基
礎
と
な
る

新
た
な
組
織
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
、い
く
つ
か
の
自
治
会
や
各
種
団
体（
子

供
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
婦
人
会
な
ど
）
で

構
成
し
た
「
地
域
自
主
組
織
」
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
そ
の
地
域
自
主
組
織
は
、
�

月
末
現
在
で
、
市
内
に　

団
体
が
設
置
さ

��

れ
、
新
た
な
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
町
村
単
位
に
設
置
さ
れ
た
地

域
づ
く
り
委
員
会
に
は
、
各
地
域
自
主
組

織
の
代
表
者
が
集
ま
り
、
市
と
地
域
が
一

緒
に
な
っ
て
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　  
事
業
の
目
的

　

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
事
業
補
助
金

は
、
地
域
課
題
の
解
決
な
ど
に
向
け
た
地

域
自
主
組
織
や
地
域
づ
く
り
委
員
会
が
実

施
す
る
自
主
的
・
主
体
的
な
取
り
組
み
へ

の
支
援
を
行
い
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

　

補
助
金
額
（
表
�
）
と
補
助
事
業
の
対
象
と
な
る
経

費
（
表
�
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　

補
助
金
額
と
は
、
次
の
①
運
営
費
と
②
事
業
費
補
助

金
を
合
わ
せ
た
金
額
で
す
。

①
運
営
費
：
事
業
を
進
め
る
た
め
の
会
議
費
（
資
料
代

や
お
茶
代
な
ど
）
に
活
用
す
る
補
助
金
。

②
事
業
費
：
地
域
自
主
組
織
や
地
域
づ
く
り
委
員
会
が

行
う
事
業
に
対
す
る
補
助
金
。

　地域自主組織のより一層の充実を図るため、実施事業に対し
て補助金を交付し、活力ある地域づくりの推進を支援することを
目的として、「魅力ある地域づくり事業補助金」を創設します。
事業の申請方法など詳細につきましては、各地域づくり委員会
事務局（振興局・各支局の総務振興課）または、企画政策課
（℡����-��-����）までお問い合わせ下さい。

魅力あ る地域づく ��を応援

魅力ある地域づくり事業補助金の概要

※対象となる構成世帯数は、�月��日現在の住民基本台帳を

　基に算出します。運営費は事業実施組織に対して交付します

表�　補助金額

補助限度額区分

補
助
率　

対
象
経
費
の　

分
の　

��

��

均等割額と世帯数割額の合計
均等割額：������円
世帯数割額： ���円×地域自主組織の構成世帯数

運営費

地域自主組織の構成世帯数が
��世帯未満の場合 �������円
��世帯以上���世帯未満の場合 �������円
���世帯以上���世帯未満の場合 �������円
���世帯以上���世帯未満の場合 �������円
���世帯以上���世帯未満の場合 �������円
���世帯以上���世帯未満の場合 �������円
���世帯以上���世帯未満の場合  �������円
���世帯以上���世帯未満の場合  �������円
���世帯以上の場合 �������円

事業費
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※既存の施設などの維持管理費（電気代、ガス代など）は、補助対象になりません

表�　魅力ある地域づくり事業対象経費一覧

い
る
こ
と
で
一
員
と
し
て
判
断
す
る
の
で

は
な
く
、
地
域
の
付
き
合
い
を
し
て
い
な

い
人
も
同
じ
地
域
の
一
員
と
し
て
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
た
め
に
含
め
て
い
ま
す
。

Ｑ　

一
つ
の
事
業
を
複
数
の
地
域
自
主
組

織
で
開
催
し
た
場
合
、
補
助
対
象
事
業
と

な
り
ま
す
か
。

Ａ　

対
象
事
業
と
な
り
ま
す
。
事
業
の
開

催
方
法
と
し
て
は
可
能
で
す
。
た
だ
し
、

そ
の
場
合
は
事
業
申
請
を
各
組
織
で
行

い
、
事
業
費
を 
按  
分 
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
ん 

ぶ
ん

Ｑ　

草
刈
り
作
業
で
の
燃
料
・
替
え
刃
代
、

ま
た
、
参
加
者
の
一
日
保
険
料
は
対
象
と

な
り
ま
す
か
。

Ａ　

補
助
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

事
業
を
実
施
し
よ
う
と

　
　
　
　
　
　
　

し
て
補
助
金
を
活
用
し

　
　
　
　
　
　
　

た
い
場
合
に
、
い
ろ
い

ろ
な
疑
問
点
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
ケ
ー
ス
を
想
定
し
て
み
ま
し
た
。

Ｑ　

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
事
業
の
補
助

金
額
の
算
出
根
拠
と
な
る
世
帯
数
は
ど
う

や
っ
て
出
し
て
い
く
の
で
す
か
。

Ａ　

地
域
自
主
組
織
に
含
ま
れ
る
複
数
の

自
治
会
（
行
政
区
）
の
世
帯
数
を
基
に
算

出
し
ま
す
。
行
政
区
内
の
ア
パ
ー
ト
な
ど

の
住
民
も
住
民
票
が
あ
れ
ば
カ
ウ
ン
ト
さ

れ
ま
す
。
地
域
自
主
組
織
で
は
、
基
礎
と

な
る
自
治
会
の
活
動
や
付
き
合
い
を
し
て

作業員、警備員賃金賃　　金

賞品代・参加賞代（事業費の補助限度額の��％まで）、 講師などの謝金謝礼など

講師旅費旅　　費

事務用品（鉛筆・マジック・封筒・用紙など）、フラワーポット、インク代、草刈機替え刃、ビデオテープ、ＣＤなど、
イベント 用食材（食料費は除く）

消耗品・食材費
（�事業�万円まで）

灯油、軽油、混合油、ガス代など燃 料 代

ＰＲチラシ印刷、写真現像代、コピー代、資料印刷、プログラム印刷代など印 刷 代

切手代、官製はがき代など通 信 費

新聞掲載・折り込み代など広 告 料

ボランティア・傷害保険加入料保 険 料

クリーニング代、印紙代など手 数 料

作業・業務・看板作成などの業者への委託料（ＮＰＯ等への委託を含む。）委 託 料

会場使用料（会員宅および集会所などを会場とする場合は除く）、機械・機器・装飾などのレンタル代、バス借
上料、有料道路通行料

使用料および賃借料

砂、わら、肥料、苗木、花の種など原 材 料

Q＆ A

　昨年の��月中旬、湯原地域づくり委員会は各

種団体や一般住民に呼びかけ、「もみじ街道・

花いっぱいづくり事業」を行いました。約��人

が参加し、国道���号線沿いの法面など約�.�㌔

 に、モミジ・アジサイの苗、合わせて���本を植

樹したり、カラシナの種��㌔をまきました。

　参加者は、四季の彩りの空間をつくり地域に

誇りをもってもらい、来訪者を温かく迎えよう

と汗を流しました。将来はモミジの名所にした

いという同じ目的をもって、市民と各種団体、

行政などが協働で作業を行いました。

　本年度、「魅力ある地域づくり事業」のモデ

ル事業として、各地域づくり委員会が事業を実

施しました。ここでは、湯原地域づくり委員会

が行った事業を紹介します。

  　　事業の事例を紹介

�

国道わきの斜面にモミジの苗を植える参加者
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������桃李荘の今後を提案
　国民宿舎桃李荘検討委

員会（辻均一郎委員長）よ

り桃李荘の今後の在り方

を市長に答申。市営では

再開すべきでない、住民

に利用計画を提案しても

らうことなど�項目にまと

め提言しました。

������災害時の生活用水などを確保
　風水害や地震など大規

模な災害発生時に生活用

水などを確保する応援協

定を真庭環境衛生管理㈱

と㈲エコライフ商友と締

結。災害時の生活用水、

仮設トイレなどの設置業

務を実施します。

������県全体で鳥インフルの防疫
　高病原性鳥インフルエ

ンザの発生に備え、岡山

県と市町村が防疫対策を

実施するため広域的な防

疫協定を締結。発生時に

は情報共有や防疫措置を

県と全市町村が協力して

取り組んでいきます。

��
�����き

市政に関する動きの一部を紹介します

山
上
・
後
谷
ル
ー
ト
：
現
在
の
路
線
に
和
手
地

区
を
加
え
、路
線
変
更
。
月
田
・
別
所
ル
ー
ト
：

現
在
の
路
線
に
手
谷
地
区
を
加
え
、路
線
変
更
。

落
合
地
区　

西
河
内
ル
ー
ト
：
現
在
の
路
線
に

木
山
寺
、
深
町
地
区
を
加
え
路
線
変
更
。
別
所

･
日
野
上
ル
ー
ト
：
現
在
の
路
線
に
日
野
上
公

民
館
、
小
宗
三
叉
路
を
加
え
路
線
変
更
。
上
山

ル
ー
ト
：
現
在
の
路
線
の
大
竹
を
出
発
し
、
高

の
巣
か
ら
鹿
田
を
通
り
落
合
駅
に
向
か
う
路
線

に
変
更
。

落
合
・
久
世
地
区　

久
世
・
河
内
ル
ー
ト
：
久

世
庁
舎
を
出
発
し
、
大
庭
、
古
見
、
落
合
支
局

を
通
り
西
谷
、
東
谷
に
向
か
い
落
合
支
局
に
到

着
す
る
路
線
に
変
更
。

■
新
規
路
線　

勝
山
地
区　

高
齢
者
な
ど
の
通
院
、
買
い
物
、

行
政
手
続
な
ど
の
た
め
新
設
。

福
谷
・
寺
河
内
ル
ー
ト
：
週
�
日
（
火
・
木
）、

日
に
�
往
復
の
運
行
。
二
ノ
氏
ル
ー
ト
：
週
�

日
�
、
日
に
�
往
復
の
運
行
。

■
変
更
路
線

勝
山
地
区　

清
谷
ル
ー
ト
：
現
在
の
路
線
に
長

谷
、
神
谷
地
区
を
加
え
、
路
線
変
更
。

　

真
庭
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
内
容
を
�
月
�
日
か
ら
一
部
変
更
し
ま
す
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
入
っ
た
ス
テ

ッ
カ
ー
を
す
べ
て
の
車
両
に
張
り
、
ル
ー
ト
拡
大
の
た
め
補
助
金
で
車
両
を
購
入
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。�月��日、ルート拡大に伴いワ

ンボックスの車両を�台購入し
ました。この車両は落合、久世、
蒜山地区で使われます

このキャラクターが目印です

運行内容を変更した路線
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�����変わる勇気、変える勇気を
　男女共同参画講演会が

北房文化センターで行わ
れ約���人が参加しまし

た。 辛  淑  玉 講師は、男女
しん す ご

共同参画は、誰にでも関

係する問題。言葉で伝え、

変わ（え）る勇気が必要な

どと訴えていました。

�����鳥獣被害の解消に向けて
　サルやイノシシなどに

よる農作物への被害が深

刻化する中、農業委員会

と市担当課とで鳥獣害対

策検討会を開催。農業委

員から被害の解消に向

け、さまざまな提案や要

望が出されました。

�����障がいへの理解と関心を深めよう
　県と真庭地域自立支援

協議会主催による福祉フ

ォーラムが勝山文化セン

ターで開かれ、約���人が

参加。障がい者が安心し

て地域で暮らせるように、

講演会やシンポジウムで

意見を交わしました。

������市独自の食育計画を答申
　食育推進計画策定委員

会（清水きのえ会長）に

よる市食育推進計画案を

井手市長に答申。郷土料

理など市の文化や資源を

最大限生かし、市民全体

が取り組める食育の進め

方を提言しました。

ー
マ
と
し
た
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
を
決

定
。
癒
し
や
く
つ
ろ
ぎ
に
つ
な
が
る
温
泉

の
あ
る
湯
原
温
泉
に
会
場
を
定
め
、
環
境

に
や
さ
し
い
真
庭
市
の
バ
イ
オ
マ
ス
の
取

り
組
み
を
広
め
よ
う
と
、
食
廃
油
を
利
用

し
た
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
を
イ
ベ
ン
ト

に
盛
り
込
み
ま
し
た
。
パ
ー
テ
ィ
の
食
事

に
は
市
内
の
特
産
物
を
使
う
こ
と
を
企
画

す
る
な
ど
、
全
員
が
イ
ベ
ン
ト
運
営
に
対

す
る
考
え
を
一
つ
に
し
て
、
参
加
者
を
募

っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
企
業
な
ど
に
協
賛
金
を
募

っ
て
回
っ
た
数
は
、　

社
。
こ
の
活
動
は

��

実
行
委
員
に
「
で
き
る
」
と
い
う
自
信
と
、

「
期
待
に
応
え
た
い
」と
い
う
責
任
感
を
芽

生
え
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
約
半
年
の
準
備
期
間
を
経

て
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
は
、
大
成
功
。
実

行
委
員
会
の
名
前
「 
Ｎ
ｅ
ｗ 　

ニ
ュ
ー

 
Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ 
」

ス
タ
イ
ル

の
と
お
り
、
真
庭
市
に
新
風
が
吹
き
そ
う

で
す
。
実
行
委
員
会
で
は
、
や
る
気
の
あ

る
若
者
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　

�
月　

、　

日
、
湯
原
温
泉
街
で
独
身

��

��

の
若
者
を
対
象
と
し
た
交
流
イ
ベ
ン
ト

「 
Ｅ
Ｃ
Ｏ 　

エ
コ

 
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
ｓ 

ラ
ブ
ズ

　
 
Ｓ
Ｐ
Ａ 　

ス
パ

 
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｙ  

パ
ー
テ
ィ
ー

 
Ｆ
ｒ
ｏ
ｍ   
湯
原
温
泉
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

フ
ロ
ム

た
。
市
内
外
か
ら
の
参
加
者
と
実
行
委
員

を
合
わ
せ
約　

人
が
、
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル

��

作
り
や
真
庭
に
関
す
る
ク
イ
ズ
な
ど
を
楽

し
み
、
和
や
か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し 

た
。

　

イ
ベ
ン
ト
を
主
催
し
た
の
は
「 
Ｎ
ｅ
ｗ  

ニ
ュ
ー

 
Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ  　
  
真
庭 
実
行
委
員
会
」（
濱
本

ス
タ
イ
ル

ｉｎ

裕
之
委
員
長
）。
同
実
行
委
員
会
は
、「
若

者
自
身
の
手
で
、
よ
り
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

催
し
を
」
と
、
ま
に
わ
縁
結
び
推
進
委
員

会
（
真
庭
市
）
の
呼
び
か
け
に
よ
り
集
ま

っ
た
市
内
在
住
の
若
者
で
、
昨
年
�
月
に

発
足
。
ど
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
い
く
の
か
、
企
画
会
議
が
毎
週
の
よ
う

に
続
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
参
加
者
に
も
っ
と
真
庭
の

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
「
癒
し
」

と
「
く
つ
ろ
ぎ
」、「
エ
コ
（
環
境
）」
を
テ

New Style in 真庭 実行委員会の皆さん

廃食油を使ったエコキャンドル作り

製作したパンフレット兼申し込み書。裏面
には協賛をいただいた企業などの地図を
作製して掲載しています

若者による交流イ ベン ト開催　 抜群の企画力と実行力
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意
識
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
も
の

　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た

バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
勝
高
生
�
チ
ー
ム
が
研
究
成
果
を

発
表
し
、
わ
た
し
た
ち
の
チ
ー
ム
は
バ

イ
オ
マ
ス
に
関
す
る
意
識
調
査
の
結
果

を
発
表
し
ま
し
た
。
な
ぜ
こ
の
調
査
を

行
っ
た
か
と
い
う
と
、
バ
イ
オ
マ
ス
の

認
知
度
に
つ
い
て
関
心
が
あ
っ
た
か
ら

で
す
。
調
査
は
�
年
生
を
対
象
に
行
な

い
、
生
徒
�
�
�
名
、
保
護
者　

名
が

��

回
答
し
て
く
れ
ま
し
た
。
調
査
は
数
項

目
あ
り
ま
し
た
が
、「
名
前
は
知
っ
て
い

る
が
、
意
味
を
知
ら
な
い
」「
何
を
協
力

す
れ
ば
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
」
と
い

っ
た
回
答
が
大
半
を
占
め
、
バ
イ
オ
マ

ス
が
ま
だ
一
般
的
で
は
な
く
、
具
体
的

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
よ
く
知
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
わ

た
し
た
ち
も
い
ろ
ん
な
も
の
を
消
費
し

て
生
活
し
て
い
ま
す
。
環
境
問
題
を
自

身
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
実
際
に
行

動
を
起
こ
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

勝山高等学校 � 年
右から：三村遥さん（中原）、
大田安希子さん（下市瀬）

し
を
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
啓
発
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。
平
成　

年
度
か
ら
行
っ

��

て
い
る
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
こ
れ
ま
で
市

内　

会
場
で
実
施
。
バ
イ
オ
マ
ス
を
身
近
に
感

��
じ
て
も
ら
う
た
め
、
炭
や
堆
肥
な
ど
を
使
っ
た

体
験
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た　

年
度

��

は
�
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
（
宝
く
じ
普
及
広
報

事
業
）
か
ら
の
助
成
を
受
け
、
市
内
の
�
つ
の

高
等
学
校
、
�
つ
の
中
学
校
で
、
中
高
生
や
一

般
市
民
を
対
象
と
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。
地
球

の
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
バ

イ
オ
マ
ス
の
具
体
的
な
活
用

方
法
な
ど
に
つ
い
て
の
講
演

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
一
部
の

学
校
で
は
独
自
に
取
り
組
ん

だ
研
究
の
成
果
な
ど
を
発
表

し
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
バ
イ
オ
マ
ス
っ
て
何

　

バ
イ
オ
マ
ス
と
は
、
再
生
可
能
な
生
物
由
来

の
有
機
物
資
源
（
石
油
や
石
炭
な
ど
の
化
石
資

源
を
除
い
た
も
の
）
を
言
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

木
屑
、
紙
く
ず
、
生
ご
み
、
ふ
ん
尿
な
ど
、
人
々

が
昔
か
ら
暮
ら
し
の
中
に
取
り
入
れ
て
き
た
も

の
ば
か
り
で
す
。

　

今
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
を
豊
か
に
し
て
き

た
化
石
資
源
が
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。
真
庭
市
で
は
、
市
内
の
バ
イ
オ
マ
ス

を
地
域
資
源
と
し
て
活
用
し
、
市
全
体
で
消
費

さ
れ
る
化
石
資
源
を
減
ら
し
、
温
暖
化
対
策
に

取
り
組
ん
で
行
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
で
す
。

若
い
世
代
を
中
心
に
啓
発
活
動

　

市
は
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
暮
ら
し
の
中

へ
浸
透
さ
せ
る
た
め
、
市
民
、
特
に
昔
の
暮
ら

　

真
庭
市
が
掲
げ
て
い
る
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
に
つ
い
て
皆
さ
ん
は
ど
う
感
じ
て
い
ま
す
か
。

「
違
う
世
界
の
話
」
と
思
っ
て
い
る
、
あ
る
い
は
「
バ
イ
オ
マ
ス
」
と
い
う
言
葉
は
耳
に
す
る
が
、
ま

だ
今
ひ
と
つ
意
味
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
方
も
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

市
内
で
は
す
で
に
、
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
家
庭
、
あ
る

い
は
地
域
が
あ
り
、
ま
た
同
時
に
真
庭
市
と
し
て
、
皆
さ
ん
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
く
取
り
組

み
も
進
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
少
し
ず
つ
、
確
実
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

映像を用いての講演（落合中）

堆肥を使って鉢植え（川上小）

広 が る バ イ オ マ ス
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バ
イ
オ
マ
ス
資
源
は
真
庭
の
宝

　

実
は
、
わ
た
し
も
「
バ
イ
オ
マ
ス
の

意
味
が
今
ひ
と
つ
分
か
ら
な
い
」
一
人

で
し
た
。
真
庭
で
は
、
意
識
あ
る
民
間

企
業
を
中
心
に
、
十
年
以
上
に
わ
た
っ

て
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
の
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
事
業
と
し
て

成
り
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
、
今
の
全
国

的
な
評
価
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
市

で
は
、
こ
れ
を
企
業
の
取
り
組
み
だ
け

で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
農
業
や
林

業
、
商
工
業
や
観
光
な
ど
と
の
産
業
連

携
を
進
め
、
真
庭
を
元
気
に
し
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
う
し
た
中
で
、

化
石
資
源
に
頼
ら
な
い
暮
ら
し
の
大
切

さ
と
必
要
性
が
市
民
の
皆
さ
ん
に
広
が

り
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
は
と
て
も
大

き
な
意
味
を
持
ち
ま
す
。
も
っ
と
市
民

の
皆
さ
ん
に
「
知
り
、
行
動
し
、
伝
え

広
め
」
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。「
自
分
も

何
か
や
っ
て
み
た
い
」「
施
設
を
見
学
し

た
い
」
な
ど
バ
イ
オ
マ
ス
に
関
す
る
こ

と
は
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

自
宅
に
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

を
設
置
し
ま
し
た
。
化
石
燃
料

に
頼
ら
な
い
環
境
に
優
し
い
暖

房
を
使
い
た
か
っ
た
か
ら
で

す
。
薪
ス
ト
ー
ブ
と
ど
ち
ら
に

し
よ
う
か
悩
み
ま
し
た
が
、
最

終
的
に
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
に

落
ち
着
き
ま
し
た
。
燃
料
コ
ス

ト
は
今
の
と
こ
ろ
灯
油
と
大
差

あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
気
に
し

て
い
た
灰
や
煙
も
思
っ
た
よ
り

少
な
く
満
足
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
熱
風
を
利
用
す
る
仕
組
み

な
の
で
本
体
が
あ
ま
り
熱
く
な

ら
ず
、
さ
わ
っ
た
瞬
間
に
大
や

け
ど
を
す
る
心
配
が
無
い
ん
で

す
。
こ
れ
は
子
ど
も
を
持
つ
親

と
し
て
安
心
で
き
ま
す
ね
。
そ

れ
な
の
に
熱
量
は
十
分
。
我
が

家
の
暖
房
は
こ
れ
一
つ
な
ん
で

す
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
、

家
族
は
自
然
と
ス
ト
ー
ブ
の
前

に
集
ま
っ
て
い
ま
す
（
笑
）。

　

真
庭
農
業
士
会
で
バ
イ
オ
マ

ス
関
連
施
設
を
見
学
し
、
バ
イ

オ
マ
ス
産
業
の
現
場
に
驚
き
と

感
心
を
覚
え
ま
し
た
。
こ
れ
は

実
際
に
目
に
し
な
い
と
分
か
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
市
民
向
け

の
バ
イ
オ
マ
ス
見
学
会
を
充
実

さ
せ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
ま

た
そ
う
感
じ
た
一
方
で
、
農
業

の
原
点
を
見
直
す
必
要
が
あ
る

と
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

農
業
は
本
来
、
自
然
と
う
ま
く

付
き
合
い
な
が
ら
営
ま
れ
る
も

の
で
す
が
、
そ
れ
が
一
部
で
は

自
然
を
無
視
し
た
も
の
に
変
わ

っ
て
い
ま
す
。「
農
業
は
土
作

り
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
最

近
は
堆
肥
を
活
用
し
た
化
学
肥

料
に
頼
ら
な
い
農
業
が
実
践
さ

れ
て
い
ま
す
。
で
も
そ
れ
が
当

た
り
前
な
の
で
す
。
農
産
物
は

も
ち
ろ
ん
、
わ
た
し
た
ち
も
自

然
の
一
部
な
の
で
す
か
ら
。

　

ボ
カ
シ
（
米
ぬ
か
、
モ
ミ
ガ

ラ
な
ど
に
Ｅ
Ｍ
菌
（
有
用
微
生

物
群
）
と
糖
み
つ
を
混
ぜ
、
乳

酸
発
酵
さ
せ
た
も
の
）
を
使
っ

た
堆
肥
作
り
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
ボ
カ
シ
が
あ
れ
ば
、
生
ご

み
か
ら
簡
単
に
作
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。
わ
た
し
は
畑
の

コ
ン
ポ
ー
ト
で
作
っ
て
い
ま
す

が
、
軒
先
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
置

い
て
作
っ
て
い
る
人
も
い
ま

す
。
家
庭
菜
園
に
も
安
心
し
て

使
う
こ
と
が
で
き
重
宝
し
て
い

ま
す
よ
。
と
は
い
う
も
の
の
、

わ
た
し
は
特
別
な
こ
と
は
し
て

い
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
、
利
用

で
き
る
の
に
捨
て
る
な
ん
て
も

っ
た
い
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。「
あ
る
も
の
を
使
う
」
と
い

う
気
持
ち
は
と
て
も
大
切
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
こ

れ
か
ら
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

も
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　

て
ん
ぷ
ら
油
の
回
収
に
協
力

し
て
い
ま
す
。
飲
食
業
と
い
う

職
業
柄
、
廃
油
の
処
理
に
は
苦

労
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
今

で
は
廃
油
処
理
剤
を
購
入
す
る

必
要
も
無
く
な
り
ま
し
た
。
財

布
に
も
地
球
に
も
や
さ
し
い
な

ん
て
、
う
れ
し
い
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
バ
イ
オ
マ
ス
っ
て
エ
コ
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
う
の
で

す
。
そ
し
て
家
庭
で
エ
コ
を
率

先
し
て
実
行
で
き
る
の
は
わ
た

し
た
ち
主
婦
の
力
。
こ
れ
ま
で

は
、
現
代
人
の
小
さ
な
自
我
が

や
が
て
大
き
な
自
我
と
な
り
、

環
境
に
悪
影
響
を
与
え
、結
果
、

災
い
と
な
っ
て
わ
た
し
た
ち
に

降
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
真
庭
の
各
家
庭
で
の
小
さ

な
取
り
組
み
が
集
ま
っ
て
大
き

な
取
り
組
み
と
な
り
、
社
会
の

流
れ
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
。

実 
践

化
石
燃
料
を
極
力
消
費
し
な
い

高
田
裕
士
さ
ん（
久
世
）

わ
た
し
た
ち
も
自
然
の 
一 
部

小
林
太
郎
さ
ん（
蒜
山
東
茅
部
）

「
エ
コ
」に
つ
な
が
っ
て
い
る

矢
吹
大
美
さ
ん（
湯
原
温
泉
）

「
も
っ
た
い
な
い
」で
い
い

堀
尾
美
恵
子
さ
ん（
上
水
田
）

���������	
���	
�������

大美康雄バイオマス推進室長
商工振興課バイオマス推
進室  ℡����-��-����

で
は
、わ
た
し
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
行
動
し
、実
践
し
て
い
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
。

暮
ら
し
の
中
で
積
極
的
に
バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
し
て
い
る
�
人
の
方
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。



　

集
合
場
所
な
ど
詳
し
く
は
、
蒜
山

観
光
協
会
（
℡
�
�
�
�（　

）� 

��

�
�
�
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

ク
リ
エ
イ
ト
菅
谷
で
、竹
や
ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
を
使
っ
て
そ
り
を
作
り
、
そ

り
滑
り
を
体
験
し
ま
す
。
し
っ
か
り

遊
ん
だ
後
は
、
特
製
カ
レ
ー
を
お
な

か
い
っ
ぱ
い
食
べ
ま
す
。

日
時　

�
月　

日
�　

午
前　

時
〜

��

��

ん
じ
き
・
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
は
い
て
、

雪
の
里
山
を
探
検
し
て
み
よ
う
。
道

具
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時　

�
月　

日
�　

午
後
�
時
〜

��

集
合
場
所　

津
黒
い
き
も
の
ふ
れ
あ

　

い
の
里

申
込
締
切　

�
月　

日
�

��

定
員　
　

人
程
度

��

※
雪
中
を
歩
け
る
服
装
と
、
長
め
の

　

長
ぐ
つ
は
各
自
用
意
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先　

さ
さ
ゆ
り
館

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

く
せ
活
き
生
き
サ
ロ
ン
で
ひ
な
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
す
。歌
や
折
り
紙
、

ま
り
つ
き
、
コ
マ
回
し
な
ど
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。
市
内
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

�
月
�
日
�　

午
前　

時
〜

��

場
所　

く
せ
活
き
生
き
サ
ロ
ン
（
久

　

世
体
育
館
東
隣
）

申
し
込
み
先　

く
せ
活
き
生
き
サ
ロ

　

ン　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

真
庭
市
落
合
梅
花
展
実
行
委
員
会

が
、
梅
の
盆
栽
と
生
花
に
よ
る
梅
花

展
を
開
催
し
ま
す
。
約
�
�
�
鉢
の

作
品
が
出
展
さ
れ
る
ほ
か
、
農
産
加

工
研
究
会
に
よ
る
梅
の
加
工
品
の
販

売
や
お
茶
席
も
あ
り
ま
す
。

日
時　

�
月
�
日
�
〜　

日（
月
・
祝
）

��

　

午
前
�
時
〜
午
後
�
時
（　

日
は

��

　

午
後
�
時
ま
で
）

場
所　

落
合
公
民
館

問
い
合
わ
せ
先　

落
合
公
民
館

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

蒜
山
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業

実
行
委
員
会
が
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ツ

ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
上
蒜

山
山
麓
を
歩
き
ま
す
（
ス
ノ
ー
シ
ュ

ー
の
レ
ン
タ
ル
も
有
）

日
時　

�
月　

日
�　

午
前
�
時
〜

��

参
加
費　

�
、�
�
�
円

����������

�������������

����������

�������������

����������

�������������

�����

�������������

����

�������������

����

�������������

����

�������������

�����

�������������

�����

�������������

�������

�������������

支局代表電話番号
（総務振興課・出張所）

真庭市の人口

���������	
����


����������������

����������������

����������������

���������	

���������	


場
所　

ク
リ
エ
イ
ト
菅
谷

参
加
費　

一
般
�
、�
�
�
円　

小

　

学
生
以
下
�
、�
�
�
円

定
員　

先
着　

名
��

申
込
締
切　

�
月
�
日
�

申
し
込
み
先　

ク
リ
エ
イ
ト
菅
谷

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

�
月
の
津
黒
高
原
は
ふ
か
〜
い
雪

の
中
…
。
で
も
、
雪
の
上
に
は
動
物

た
ち
の
足
跡
や
「
落
し
物
」
が
。
か

そ
り
作
り
・
そ
り
滑
り
体
験

自
作
の
そ
り
で
滑
走
だ
！

 
第�

回
真
庭
市
落
合
梅
花
展

��

 
梅
の
香
り
に
包
ま
れ
る
�
日
間

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ツ
ア
ー

こ
の
時
期
し
か
楽
し
め
ま
せ
ん

 
津
黒
自
然
観
察
会
（
参
加
無
料
）

冬
の
里
山
を
歩
こ
う

M A N IW A ��

勝山小学校�年生演劇公演

大 ���夢 ����
～ヒ ロ シマの地下室から～

　勝山小学校�年生は広島で一

人の原爆被災者の話を聞きまし

た。それは、原爆投下直後とい

う出産が絶望的な状況で奇跡的

に生を受けた、自身の生い立ち

や原爆への思いでした…

　暗闇から放たれた「命の輝き」

を見つめた物語を演じます。

（勝山小学校�年生ＰＴＡ行事）

活
き
生
き
サ
ロ
ン
ひ
な
ま
つ
り

家
族
で
昔
遊
び
を
楽
し
ん
で

���������	
�������������

 バレ ン タ イ ンキ ャ ン ド ル
期間：�月�日�～��日�
時間：日没～午後��時頃
皆さんに協力していただいた「廃食油」による
エコキャンドルが点灯されます

問い合わせ先　観光振興課　℡������������

日時

場所

��/ ����� 入場無料
������

勝山文化セン ター
ポンテホール



　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
手
芸
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
ハ
マ
グ
リ

の
殻
を
使
っ
て
、
か
わ
い
い
お
雛
さ

ま
を
作
り
ま
す
。定
員
は　

名
で
す
。

��

日
時　

�
月　

日
�　

午
後
�
時
〜

��

場
所　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま
に
わ

　

（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
に
わ
内
）

会
費　

�
�
�
円

申
込
締
切　

�
月
�
日
�

申
し
込
み
先　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　

ま
に
わ　

℡
�
�
�
�（　

）�
�

��

　

�
�

　

た
っ
た
�
枚
で
さ
ま
ざ
ま
な
物
を

持
ち
運
ぶ
こ
と
の
で
き
る
便
利
な

布
、「
ふ
ろ
し
き
」。
日
本
古
来
の
美

し
い
布
が
、
過
剰
包
装
や
使
い
捨
て

が
多
く
な
っ
て
い
る
今
、
見
直
さ
れ

て
い
ま
す
。
小
粋
な
ふ
ろ
し
き
の
活

用
法
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
参

加
は
無
料
で
す
。

日
時　

�
月　

日
�

��

場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

定
員　

先
着　

名
��

申
込
締
切　

�
月　

日
�

��

※
ふ
ろ
し
き
な
ど
の
準
備
物
が
必
要

　

に
な
り
ま
す

申
し
込
み
先　

環
境
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

岡
山
県
美
作
県
民
局
真
庭
支
局
で

は
、
伐
採
し
た
河
川
敷
地
内
の
支
障

樹
木
を
、
置
き
場
に
取
り
に
来
ら
れ

る
方
に
限
り
、
申
し
込
み
先
着
順
で

差
し
あ
げ
ま
す
。

向
け
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

岡
山
県
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

　

県
民
会
議

　

�
岡
山
県
観
光
連
盟
ほ
か
�
団
体

で
は
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

入
門
講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
ま

す
。
受
講
は
無
料
で
す
。

開
催
日　

�
月　

日
�

��

場
所　

メ
ル
パ
ル
ク
岡
山

対
象
者　

県
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

　

学
の
方

定
員　

�
�
�
名
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

�
月
�
日
�

　

申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

�
岡
山
県
観
光
連
盟（
℡
�
�
�（
�

�
�
）�
�
�
�
）ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

伐
採
樹
木　

お
も
に
ヤ
ナ
ギ
・
ク
ル

　

ミ
で
�
㍍ 
程
度
に
切
断
し
た
も
の

引
渡
場
所　

真
庭
市
久
世
地
内

引
渡
時
期　

�
月
上
旬
を
予
定

申
込
締
切　

�
月　

日
�

��

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
希
望
数
量
を
は
が
き
ま

た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
引
き
渡
し
に
つ
い
て
の
案

内
を
郵
送
し
ま
す
。

申
し
込
み
先　

美
作
県
民
局
真
庭　

　

支
局
維
持
管
理
課　

〒
�
�
�
―

　

�
�
�
�　

真
庭
市
勝
山
�
�
�

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　
　
 
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

FAX

��

　

�
月
�
日
は
「
北
方
領
土
の
日
」

で
す
。
北
方
四
島
は
日
本
固
有
の
領

土
。
北
方
領
土
の
早
期
返
還
実
現
に

���� MANIWA

����  �/����
　真庭市内が新緑美しい�月��
日、��日の�日間にわたり観光
回廊真庭ゆったりウォーク����
を開催します。多くの参加をお
待ちしています。

��/ ����・����

受付開始　午前�時～

参加費　一般����円、中学生以

　下����円（真庭市民は半額）

申込方法　市役所窓口にあるパ

　ンフレットに付属の郵便振替

　用紙で申し込みください。

※当日参加も可能ですが、その

　場合弁当は用意できません。

問い合わせ先　観光振興課
℡������������

��������	
��
会場　蒜山高原スポーツ公園

�ひるぜん山麓・牧場コース（��

　㌔）…蒜山三座のふもとを東

　西に端から端まで歩く

�津黒里山自然ふれあいコース

　（��㌔）…里山の風情を残す

　津黒高原を歩く

�蒜山ゆったりコース（�㌔）　

　…蒜山をゆ～ったり歩く

������������
会場　勝山文化センター駐車場

�名勝神庭の滝コース（��㌔）

　…名勝神庭の滝を望む

�のれんの町勝山たっぷりコース

　（��㌔）…勝山市街地を満喫

�のれんの町勝山ゆったりコース

　（��㌔）…勝山をゆったり楽

　しむ

�������

文 化 講演会
２/２４ （ 日 ）   １ ３ ： ３０～
勝山文化センター

入場
無料

�������

リ
サ
イ
ク
ル
体
験
講
座

お
雛
さ
ま
を
手
作
り
で

環
境
学
習「
ふ
ろ
し
き
教
室
」

使
い
捨
て
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ

薪
、ヒ
ラ
タ
ケ
用
の
原
木

活
用
し
て
く
だ
さ
い

北
方
領
土
返
還
運
動

�
月
は
全
国
強
調
月
間

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

地
域
の
魅
力
を
伝
え
る
の
は
あ
な
た

主催／真庭市文化協会　問い合わせ先／生涯学習課　℡ ����-��-����

��������������	�
��

����������������������	




地
積  
�
�
、�
�
�
平
方
㍍

申
込
受
付　

�
月
�
日
�
〜　

日
�

��

日
時　

�
月　

日
�　

午
後
�
時
〜

��

会
場　

真
庭
市
役
所
久
世
庁
舎

最
低
売
却
価
格　

�
�
�
、�
�
� 

　

円
問
い
合
わ
せ
先　

林
業
振
興
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

市
は
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就

学
困
難
な
高
校
・
高
等
専
門
校
、
専

門
学
校
、
短
大
、
大
学
（
院
）
生
を

対
象
に
奨
学
金
の
貸
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。
平
成　

年
度
の
奨
学
生
を
募

��

集
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
内
に
住
所
の
あ
る
方

奨
学
金
額　

月
�
万
円
以
内
（
高
校

　

生
は
�
万
円
以
内
）

受
付
期
間　

�
月
�
日
�
〜
�
月　
��

　

日
�

募
集
人
数　
　

名
程
度

��

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
総
務
課　

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

に
東
京
都
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
あ

　

る
大
学
（
夜
間
部
を
含
む
）
に
入

　

学
ま
た
は
志
望
の
方

応
募
人
数　

約　

名
��

　

入
寮
申
込
書
類
の
入
手
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
�
岡
山
県
育
英
会
（
℡

�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

�
月
の
身
体
障
害
者
巡
回
更
生
相

談
（
肢
体
・
聴
覚
）
は
、
湯
原
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
。

日
時　

�
月
�
日
�　

受
付
正
午
〜

対
象
者　

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ

　

て
い
る
方

内
容　

身
体
の
障
害
に
関
す
る
相

談
、
補
装
具
（
装
具
、
車
い
す
、

補
聴
器
な
ど
）
の
交
付
・
修
理
、

自
立
支
援
医
療
（
更
生
医
療
）
に

関
す
る
こ
と
な
ど
。

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に

　

福
祉
課
（
℡
�
�
�
�（　

）�
�

��

　

�
�
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

津
山
商
工
会
議
所
な
ど
が
主
催
す

る
企
業
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

�
月
�
日
�　

午
後
�
時
〜

場
所　

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山

対
象　

岡
山
県
北
地
域
（
津
山
・
真

　

庭
・
英
田
地
域
な
ど
）
に
就
職
を

　

希
望
す
る
、
平
成　

年
�
月
卒
業

��

　

予
定
の
学
生

内
容　

会
社
説
明
、
就
職
情
報
コ
ー

　

ナ
ー
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

津
山
広
域
事
務
組

　

合
（
事
務
局
）

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

�
岡
山
県
育
英
会
で
は
、
東
京
寮

（
港
区
高
輪
）の
平
成　

年
度
入
寮
生

��

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

県
内
に
居
住
す
る
世
帯

　

の
男
子
学
生
で
、
平
成　

年
�
月

��

　

市
営
住
宅
の
入
居
者
（
全
�
戸
）

を
募
集
し
ま
す
。

北
房
地
区　

宮
地
住
宅
�
‐
�
号
、　

　

水
田
住
宅
Ｂ
―
�
号

落
合
地
区　

作
西
住
宅
�
‐
�
号

勝
山
地
区　

石
原
住
宅
�
号

美
甘
地
区　

旭
第
�
住
宅
�
号

湯
原
地
区　

二
川
住
宅
Ａ
棟

受
付
期
限　

�
月　

日
�　

午
後
�

��

　

時
ま
で

入
居
可
能
日　

�
月
中
旬　

問
い
合
わ
せ
先　

都
市
住
宅
課
（
℡

　

�
�
�
�（　

）�
�
�
�
）
ま
た

��

　

は
各
支
局
住
宅
担
当
窓
口

　

次
の
と
お
り
市
有
財
産（
市
有
林
）

の
売
却
を
行
い
ま
す
。

入
札
物
件　

真
庭
市
上
字
ほ
お
の
き

　

さ
こ
�
�
�
�
番

地
目  
山
林

真
庭
市
営
住
宅

入
居
者
を
募
集

真
庭
市
有
林

一
般
競
争
入
札
を
行
い
ま
す

真
庭
市
奨
学
生

募
集
し
ま
す

�
岡
山
県
育
英
会

平
成�

年
度
入
寮
生
募
集

��

身
体
障
害
者
巡
回
更
生
相
談

 
ご
相
談
く
だ
さ
い

休日急患担当医

��������	

�����
�����
���������
���������
��������	
���
������
��������	
�

M A N IW A ��

県
北
企
業
説
明
会

約�

社
の
県
北
企
業
が
参
加

��

�����

�金田病院・落合�
���������		
	
�片岡医院（内）・湯原
����������	��

������

�湯原温泉病院・湯原
�������������
�岸本医院（外）・久世
�����������	

�さとう医院（外）・北房
�������������

�������

�落合病院・落合�
���������		


�石賀医院（内）・八束
������������	

������

�勝山病院・勝山
����������	�	
�本山医院（内）・落合
���������	��	

������

�河本病院・落合�
����������	�	
�中井医院（内）・勝山
�������������

�����

�近藤病院・勝山�
������������	
�まにわ整形外科（外）・久世�
����������	��
�廣恵医院（内）・北房�
������������	

―��月―

活力ある一日は朝ごはんから

めざ ま しご は ん
キャ ン ペー ン 展開 中

問い合わせ先　農業振興課
��������	�
��


　農林水産省では、朝ごはんの喫食
向上や米を中心とした日本型食生活
の普及・啓発を目的に「めざましごは
んキャンペーン」を展開しています。
　キャンペーン期間中は、ＣＭ放送
が行われるほか、ＷＥＢサイトでは
朝食に対する疑問回答や、マンガに
よる朝食の必要性の説明、忙しい人
向けの朝食のとり方なども説明し
ています。



　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、平
成　

年
�
月
�
日
に
お
い
て
、

��

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け

る
方
が
い
な
い
場
合
に
、
第
八
回
特

別
弔
慰
金
と
し
て
額
面　

万
円
（　

��

��

年
償
還
）
の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
対
象
者
な
ど
詳
細
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

請
求
期
限　

�
月　

日
�

��

問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
課
（
℡
�
�

　

�
�（　

）�
�
�
�
）
ま
た
は
各

��

　

支
局
市
民
福
祉
課

　

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
患
者
（
児
）

お
よ
び
そ
の
疑
い
の
あ
る
方
、
家
族

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
し
た
無
料
の
療

育
相
談
検
診
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

�
月　

日
�　

午
前　

時
〜

��

��

場
所　
　

国
立
病
院
機
構
南
岡
山
医

（独）

　

療
セ
ン
タ
ー

※
健
康
保
険
証
、
身
体
障
害
者
手
帳

　

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

�
日
本
筋
ジ
ス
ト

　

ロ
フ
ィ
ー
協
会
岡
山
県
支
部 

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

岡
山
県
で
は
、
女
性
の
健
康
と
こ

こ
ろ
に
関
す
る
出
張
相
談
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。
不
妊
、
妊
娠
、
婦
人
病

な
ど
に
つ
い
て
、
医
師
や
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
助
産
師
な
ど
が
無
料
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。
家
族
や
ご
夫
婦
は
も

ち
ろ
ん
、匿
名
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

�
月　

日
�　

午
後
�
時
〜

��

場
所　

新
見
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

新
見
市
金
谷
�
�
�
―
�

申
し
込
み
先　

真
庭
保
健
所
保
健
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

税
務
職
員
を
名
乗
っ
た
、
還
付
金

を
返
還
す
る
内
容
の
振
り
込
め
詐
欺

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
不
審
な
電
話

が
あ
り
ま
し
た
ら
久
世
税
務
署
（
℡

�
�
�
�（　

）�
�
�
�
）
に
問
い

��

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
真
庭
農
業
協
同
組
合
、
び
ほ
く
農

　

業
協
同
組
合
、
全
国
共
済
農
業
協

　

同
組
合
連
合
会
岡
山
県
本
部
よ
り

　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
横
断
旗
な
ど
各

　

種
交
通
安
全
機
器
を
い
た
だ
き
ま

　

し
た
。

・
�
真
庭
青
年
会
議
所
よ
り
、
市
内

　

各
保
育
園
・
幼
稚
園
へ
絵
本　

冊
��

　

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
真
庭
環
境
衛
生
㈱
よ
り
、
災
害
対

　

策
用
造
水
機
�
台
、
災
害
用
非
常

　

持
出
袋
�
セ
ッ
ト
を
い
た
だ
き
ま

　

し
た
。

・
㈱
新
興
製
作
所
（
大
阪
市
）、
古
川

　

敏
行
さ
ん
（
大
阪
市
）
よ
り
、
若

　

代
地
区
の
福
祉
施
設
に
関
連
す
る

　

土
地
お
よ
び
建
物
を
い
た
だ
き
ま

　

し
た
。

����������	
��
���
・落合中学校プール濾過器取替工事（教育委員会教育総務課）  
    ㈱トーコー工業所…���������円
・旭水苑、ＵＶ･ＮＰ自動測定計定期修理工事（旭水苑）
　平尾電機㈱…���������円 
����������	
��
���
・真庭市地域情報収集ネットワーク構築業務（企画観光部情報推進課）
　㈱エヌ･ティ･ティ･データ中国…�����������円
����������	
��
���
・神庭の滝自然公園景観整備工事（産業部林業振興課）
　小林不動産㈱…���������円 
����������	

・美甘浄水場新設工事（上下水道部水道課）
　㈱中山工務店…����������円 
・美川幼児園建築工事（健康福祉部子育て健康推進課）
　梶岡建設㈱…����������円 
・勝山��号･三田�号マンホールポンプ設備工事
　（上下水道部下水道課）　田中機電工業㈱…����������円 
・市道見尾神庭線（�工区）道路改良工事（建設部建設課）
　㈱青木建設…����������円 
・北房中学校テニスコート他整備工事
　（教育委員会教育総務課）　㈱谷本組…���������円 
・市道荒田若代線道路用地測量業務（建設部建設課）
　㈲桐友…���������円 
・落合小学校プール改修工事（教育委員会教育総務課）
　㈱松田防水…���������円 
・市道西原下見線調査業務（建設部建設課）
　㈱エイトコンサルタント…���������円 
・落合浄化センター用地測量業務（上下水道部下水道課）
　㈱ケーアイケーコンサルタント…���������円 
・阿口境地内防火水槽新設工事（北房支局総務振興課）
　中島土建…���������円 
・市道三谷線（�工区）道路改良工事（建設部建設課）
　㈲竹永興業…���������円 
・市道山生線道路防災工事（建設部建設課）
　楢木建材㈲…���������円 
・富原小学校プール改修工事（教育委員会教育総務課）
　太田工務店…���������円 
・郷宿下水道接続工事（勝山支局総務振興課）
　㈱三協商建…���������円 
・市道雨水線（雨水橋）塗装工事（勝山支局産業建設課）
　三和建設㈱…���������円 
����������	
・樫西上浄水場・配水池新設工事（上下水道部水道課）
　竹藤建設㈱…����������円 
・樫西上送・配水管布設工事（上下水道部水道課）
　㈱岡田組…����������円 
・樫西上電気計装設備工事（上下水道部水道課）
　㈱山武…����������円 
・久世中学校既設屋内運動場解体工事
　（教育委員会教育総務課）　㈱ヤマサキ…����������円 
・落合地区（第��工区）浄化槽設置工事
　（上下水道部下水道課）　㈲オーエム…���������円 
・はんざき山車倉庫新築工事（湯原支局総務振興課）
　㈱大和建設…���������円 
・美甘地区防火水槽設置工事（美甘支局総務振興課）
　㈲今井工業所…���������円 
・平成��年災第��号市道広曽根奥谷線道路災害復旧工事
　（建設部建設課）　㈱中山工務店…���������円 
・平成��年災第��号普通河川奥谷川河川災害復旧工事
　（建設部建設課）　㈱中山工務店…���������円 
・市道三坂中線転落防止柵設置工事（建設部維持管理課）
　新誠建設工業㈱…���������円

総務部管財課
℡�����������������

�

にゅうさつ

●予定価格���万円以上の公共工事落札額を公表します。
●表記順
　《入札日→工事名（発注課）→落札者→落札額（税抜き額）》

��� MANIWA

特
別
弔
慰
金

請
求
期
限
が
近
づ
き
ま
し
た

療
育
相
談
検
診
を
開
催

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
患
者
の
方
へ

女
性
の
健
康
と
こ
こ
ろ（
相
談
会
）

当
日
参
加
も
で
き
ま
す

篤
志
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

振
り
込
め
詐
欺

あ
な
た
も
狙
わ
れ
て
い
ま
す



今
月
の
テ
ー
マ（�

月
号
で
募
集
）

��

冬
の
暮
ら
し

読者の広場は皆さんから
寄せられたハガキなどで
つくるページです。
今 月は寄せられたお便り
��通の中からチ ョ イス

▼

匿名希望

▼

PN  ゆうな

▼

PN  水泳大好き !

MANIWA ��

残
し
た
い
光
景

徳
山
京
子
さ
ん（
蒜
山
上
徳
山
）

　

冬
の
暮
ら
し
と
い
え
ば
、
真
っ
先

に
わ
ら
細
工
や
が
ま
細
工
を
連
想
し

ま
す
。
昔
は
身
の
回
り
品
の
多
く
が

わ
ら
や
が
ま
で
作
ら
れ
て
い
て
、
冬

場
の
農
閑
期
に
修
理
し
た
り
新
し
く

作
っ
た
り
す
る
の
は
当
た
り
前
の
光

景
で
し
た
。
し
か
し
時
代
と
と
も
に

そ
れ
ら
は
石
油
製
品
に
代
わ
り
、
そ

う
し
た
作
業
風
景
は
見
ら
れ
な
く
な

り
ま
し
た
。
今
で
は
伝
統
工
芸
品
と

し
て
そ
の
姿
を
残
す
の
み
と
な
り
、

「
蒜
山
ガ
マ
細
工
生
産
振
興
会
」の
工

房
で
そ
の
様
子
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
小
さ
な
工
房
で
す
が
、
県
外
か

ら
も
見
学
に
来
ら
れ
る
ん
で
す
よ
。

今
は
工
芸
品
と
い
う
こ
と
で
、
置
き

物
、
あ
る
い
は
花
立
て
な
ど
、
そ
の

用
途
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
が
ま
細

工
、
そ
し
て
こ
の
作
業
風
景
を
後
世

に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　

寒
い
冬
の
年
末
夜
警
、
消
防
団
に

と
っ
て
は
恒
例
の
行
事
で
す
。
器
庫

に
集
ま
っ
て
い
る
と
「
サ
ン
マ
焼
い

て
も
家
焼
く
な
〜
火
の
用
心
」
と
昔

と
同
じ
か
け
声
で
、
子
ど
も
た
ち
の

元
気
な
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

子
ど
も
会
の
年
末
の
行
事
で
、わ
た
し

も
子
ど
も
の
こ
ろ
に
巡
回
し
て
い
ま

し
た
。た
だ
、子
ど
も
の
こ
ろ
防
火
意

識
は
低
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

で
も
、
こ
の
活
動
が
わ
た
し
の
心
の

中
に
地
域
へ
の
思
い
を
高
め
て
く
れ

　

わ
た
し
た
ち
農
家
の
よ
う
に
野
外

で
働
く
者
に
と
っ
て
、
雪
は
仕
事
の

妨
げ
に
な
る
敵
で
す
が
、
蒜
山
の
先

人
た
ち
は
雪
と
う
ま
く
付
き
合
う
方

法
を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
れ
が
「
ス

キ
ー
学
校
」
で
す
。
わ
た
し
が
所
属

す
る
蒜
山
ス
キ
ー
学
校
で
は
、
所
属

す
る
約　

人
の
指
導
者
の
う
ち
、
お

��

よ
そ
半
数
は
農
家
な
ど
が
占
め
ま

す
。
決
し
て
楽
な
仕
事
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
わ
た
し
た
ち
は
ス
ノ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
に

本
業
と
変
わ
ら
な
い
く
ら
い
の
誇
り

と
情
熱
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

中
に
は
受
講
者
と
運
命
の
出
会
い
を

果
た
す
人
も
。
こ
の
�
つ
の
仕
事
を

両
立
で
き
る
環
境
、
そ
し
て
す
て
き

な
出
会
い
を
与
え
て
く
れ
る
雪
を
、

わ
た
し
は
愛
し
て
い
ま
す
。

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
子
ど
も
会

の
火
の
用
心
活
動
は
、
残
し
て
い
き

た
い
平
島
地
区
の
大
切
な
行
事
で
す
。 

　

冬
の
暮
ら
し
と
い
え
ば
炭
焼
き
で

し
ょ
う
か
。
こ
う
い
う
わ
た
し
も
定

年
す
る
ま
で
炭
を
焼
い
た
経
験
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
�
年
前
、
里
山

を
守
ろ
う
と
い
う
「
み
や
ま
の
会
炭

焼
き
の
部
」
を
知
っ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
し
た
。
最
初
の
�
年
は
炭
焼

き
を
し
て
い
た
方
の
指
導
を
受
け
、

以
後
は
仲
間
と
研
究
を
重
ね
、
焼
い

て
い
ま
す
。
煙
の
色
や
に
お
い
の
変

化
な
ど
、
実
際
に
炭
を
焼
い
て
み
る

と
五
感
の
大
切
さ
が
よ
く
分
か
り
ま

す
。ま
た
、切
っ
た
木
は 
萌  
芽 
し
、山

ほ
う 

が

は
再
生
し
て
い
き
ま
す
。
自
然
と
共

に
暮
ら
す
楽
し
み
を
知
り
ま
し
た
。炭窯 「力」 （りき）で作業をする会の皆さん

がま細工作りは人の手による地道な作業

地
域
の
大
切
な
行
事

松
本
光
正
さ
ん（
美
甘
）

マイ拍子木を叩き
ながら巡回します

炭
焼
き
か
ら
学
ぶ

黒
瀬  
肇
さ
ん（
台
金
屋
）

Ｉ
・
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
・
Ｓ
Ｎ
Ｏ
Ｗ

高
見
寛
二
さ
ん（
蒜
山
上
長
田
）全日本スキー連盟A級公認校は県唯一

ア
イ　
　
　

ラ
ブ　
　
　
　
　

ス
ノ
ー



こ
こ
か
ら
は
広
報
ま
に
わ
を
読
ん

で
の
ご
意
見
、
お
便
り
の
一
部
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　お便りは、「広報まにわ読者の

広場直通はがき」をご利用くだ

さい。お送りいただく場合は、

必ず住所、氏名、年齢、電話番号

を明記してください。匿名・ペ

ンネームで掲載を希望される場

合でも明記してください。川柳

の締め切りは２月２５日�です。

※PNはペンネームの略

�川柳の兼題は 「新聞」
�イラストや 絵はがき
�広報まにわへのご意見や

ご感想、また皆さんの身近

な出来事などもお寄せく

ださい。市内で開催された

行事に参加した感想でも

結構です。

�月号の読者の広場
のテーマは

「真庭の桜」 です。

お
便
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す
!

▼

PN エード

▼

西村ゆか

▼

森岡ゆき

���  M AN I W A

作
品
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

勝
山
の
お
雛
ま
つ
り
は
今
年
で　
��

年
目
を
迎
え
ま
す
。
実
行
委
員
会
で

は
、
こ
の
お
雛
ま
つ
り
を
何
ら
か
の

形
に
残
し
た
い
と「
十
周
年
記
念
誌
」

　

真
庭
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
久

世
支
部
で
は
、　

月　

日
か
ら
約　

��

��

��

日
間
、
布
花
教
室
で
一
針
一
針
丁
寧

に
作
っ
た
自
慢
の
作
品
を
ラ
イ
ラ
ッ

ク
久
世
（
三
坂
）
に
展
示
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
普
段
、
気
軽
に
外
出
の
で

き
な
い
入
所
者
な
ど
が
、
わ
た
し
た

ち
の
作
品
を
見
て
、
少
し
で
も
心
が

癒
さ
れ
る
よ
う
に
と
久
世
支
部
で
行

っ
た
初
め
て
の
試
み
で
す
。
身
体
に

何
ら
か
の
障
が
い
が
あ
っ
て
も
、
こ

れ
だ
け
の
作
品
が
で
き
る
の
だ
と
、

少
し
で
も
皆
さ
ん
の
励
み
に
な
る
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
良
い

　�月は市内各所で桜が咲

き誇ります。皆さんの好きな

桜、またその桜の楽しみ方を

���字程度でお寄せください。

を
制
作
し
ま
し
た
。
お
雛
ま
つ
り
の

様
子
を
写
真
と
共
に
掲
載
し
、
参
加

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
存
分
に
詰
ま
っ
た
一
冊
に

仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
手

元
で
ゆ
っ
く
り
ご
覧
い
た
だ
け
た
ら

幸
い
で
す
。
今
年
は
�
月
�
日
〜
�

日
に
開
催
さ
れ
る
勝
山
の
お
雛
ま
つ

り
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
手
伝
い
を
し

て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も

募
集
し
て
い
ま
す
。●

記
念
誌
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
は
事

務
局
の
真
庭
商
工
会
勝
山
支
所
（
℡

�
�
�
���

��
�
�
�
）
ま
で
。

��

　

年
末
、
畑
に
行
き
大
根
を
収
穫
し

ま
し
た
。
す
る
と
、
な
ん
と
も
変
わ

っ
た
形
の
大
根
が
あ
り
ま
し
た
。
家

に
持
っ
て
帰
る
と
、「
こ
れ
は
珍
し

い
」
と
写
真
を
パ
チ
リ
。
ち
ょ
う
ど

そ
の
こ
ろ
、
近
く
の
お
宮
の
し
め
縄

を
作
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
大
根

の
ね
じ
れ
具
合
か
ら
「
し
め
縄
に
使

え
ん
か
な
ぁ
」
と
家
族
の
笑
い
声
が

響
き
ま
し
た
。
今
年
も
楽
し
い
年
と

な
り
そ
う
で
す
。

し
め
縄
？

重
藤
一
二
美
さ
ん（
神
代
）

十
周
年
を
記
念
し
て

行
藤
公
典
さ
ん（
勝
山
）

励
み
と
な
る
よ
う
に

森 

逸
子
さ
ん（
久
世
）

草木染めの布をデザイン
した十周年記念誌

ライラック久世内に展示された作品



ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
に
わ
に
隣
接

し
て
お
り
、
そ
こ
は
ま
さ
に
「
ゴ
ミ

処
理
の
現
場
」。こ
の
場
所
で
リ
サ
イ

ク
ル
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
と
て
も

意
義
あ
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
販
売
だ
け
で

な
く
、
ゴ
ミ
を
新
た
な
物
に
作
り
変

え
る
リ
サ
イ
ク
ル
講
座
も
開
催
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
楽
し
い
で
す
よ
。

あ
ま
り
の
美
し
さ
に
感
動

宮
本
英
子
さ
ん（
久
見
）

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ
ー
部
で
地

元
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
や
ろ
う

と
、
児
童
と
保
護
者
が
一
緒
に
な
っ

て
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
り
ま
し

福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た

菅
原
摂
子
さ
ん（
若
代
）

　

私
の
子
供
に
は
重
度
の
障
が
い
が

あ
り
ま
す
。
今
ま
で
は
皆
さ
ん
に
見

守
ら
れ
、
こ
の
地
域
で
生
活
し
て
き

ま
し
た
が
、
�
月
か
ら
離
れ
て
暮
ら

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
で
き
る
こ

と
な
ら
こ
の
地
域
で
と
思
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
こ
れ
が
現
状
だ
と
思
い

ま
す
。
地
域
で
ず
っ
と
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
な
い
の
は
な
ぜ
な
の
で
し
ょ

う
。
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
こ
う
い

っ
た
問
題
を
一
つ
ひ
と
つ
解
決
し
て

い
く
場
と
し
て
続
い
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
み
ん

な
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

新
年
最
初
の
楽
し
み

　
　

藤
井
純
夫
さ
ん（
蒜
山 
下 
和
   

）

し
た 

お

　

中
和
の
新
春
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
は

今
年
で　

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
無

��

事
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
、
地
域

の
寺
社
を
巡
っ
て
い
ま
す
が
、
何
よ

り
も
、
新
年
早
々
に
仲
間
た
ち
と
一

緒
に
走
れ
る
と
い
う
こ
と
に
幸
せ
を

感
じ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
来
年
は

一
緒
に
走
り
ま
し
ょ
う
。

多
く
の
人
に
見
て
ほ
し
い

野
崎
通
男
さ
ん（
勝
山
）

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
運
営
委
員

を
努
め
て
い
ま
す
。
同
プ
ラ
ザ
は
、

　醍醐桜のふもとにある児童数�名の
学校です。昨年は「��世紀最後の巨匠」
と呼ばれるピアニスト、ルース・スレ
ンチェンスカさんが醍醐桜の下でコン
サートを行い、児童たちも舞い散る花
びらの中、美しい音色に酔いしれまし
た。みどりの少年隊活動、キャンプ学
習、エコキャンドル作り、広い農園で
の野菜作りなど�人が助け合いながら
楽しく活動しています。学習発表会や
運動会など地域の方に温かく見守られ
ながら子ども達は自然の中ですくすく
育っています。

兄弟姉妹のように仲のよい �人です

������別所� -�

県道蒜山高原線の除雪作業
�月��日（蒜山上長田）

▼

PN キャサリン

▼

PN たいち

▼

PN みく

た
。
ク
レ
ヨ
ン
で
色
を
付
け
た
り
、

皆
で
ワ
イ
ワ
イ
楽
し
か
っ
た
で
す
。

そ
し
て
点
灯
す
る
た
め
に
初
め
て
会

場
に
足
を
運
ん
だ
の
で
す
が
、
そ
の

美
し
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。皆
さ
ん
、

バ
レ
ン
タ
イ
ン
キ
ャ
ン
ド
ル
に
は
ま

だ
間
に
合
い
ま
す
よ
。

MANIWA ��

▼

PN ゆい�ゆい



川 柳 「風」

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
引
き
こ
ま
れ

る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
作
品
で
す
。
シ
リ
ー

ズ
第
�
作
で
す
が
、
�
話
完
結
に
な
っ

て
い
る
た
め
読
み
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。
読
ん
で
い
る
と
、
な
ん
だ
か
な
つ

か
し
い
気
持
ち
に
な
っ
て
き
ま
す
。
大

人
に
な
っ
て
読
み
か
え
す
と
、
違
っ
た

感
動
が
得
ら
れ
る
…
そ
ん
な
魅
力
を
持

っ
た
本
で
す
。

��
�
�
�
�
�
�
	

上
橋 
菜
穂
子
／
著

　蔵書数は約�,���冊。図書カードを作れば�冊（�週間）

まで借りることができます。また、岡山県立図書館所蔵の

本（約���冊）も�カ月に一度更新され、貸し出しを行ってい

ます。

��������	

���
〒���-����
真庭市美甘����
開館時間　�：��～��：��
休館日：年末年始

本の紹介

都
会
の
風
乗
せ
て
高
速
バ
ス
が
着
く　
　
　

狩
谷　

博
子　

社

本
心
で
話
せ
る
温
い
風
に
あ
う　
　
　
　
　

菊
池
千
江
子　

本
郷

老
風
を
さ
け
て
通
れ
ば
待
つ
八
十
路　
　
　

角
田　

好
子　

神
代

頑
張
っ
た
孫
へ
祖
父
母
の
温
い
風　
　
　
　

阿
部　

幸
子　

落
合
垂
水

風
を
背
に
孫
の
手
を
引
く
菊
日
和　
　
　
　

曽
利　

幸
子　

上
市
瀬

 
吹  
雪 
く
外
心
和
ま
す
温
い
鍋　
　
　
　
　
　

山
中　

清
子　

蒜
山
下
和

ふ 

ぶ

風
に
な
り
押
し
て
あ
げ
た
い
老
い
が
居
る　

横
山
と
も
子　

久
世

風
の
子
に
未
知
の
夢
を
ば
描
く
母　
　
　
　

庄
司
み
さ
恵　

久
世

空
っ
ぽ
の
バ
ス
に
乗
り
込
む
春
の
風　
　
　

国
米
き
く
ゑ　

久
世

い
い
知
ら
せ
風
の
便
り
に
踊
る
胸　
　
　
　

河
島　

貞
子　

勝
山

鉾
先
が
こ
っ
ち
に
向
き
そ
な
風
を
読
む　
　

山
上　

草
花　

上
中
津
井

人
生
を
風
に
ま
か
せ
て
七
十
年　
　
　
　
　

前
田
茂
登
子　

中
島

風
ひ
か
ぬ
馬
鹿
が
利
口
に
勝
っ
た
と
さ　
　

山
�　

浪
江　

一
色

病
む
窓
へ
春
も
間
近
な
風
の
音　
　
　
　
　

楢
本　

公
枝　

上
市
瀬

風
の
子
の
群
れ
て
騒
い
だ 
村  
落 
何
処　
　
　

武
村　

悠
悠　

上
水
田

む 

ら

向
い
風
負
け
て
は
な
ら
ぬ
ワ
ン
カ
ッ
プ　
　

妹
尾　

重
美　

下
河
内

風
向
き
は
ど
う
あ
れ
行
く
と
決
め
た
道　
　

田
中　

久
栄　

久
世

真庭市栄養改善協議会の提供です

〈
軸
吟
〉
夢
を
持
つ
人
生
ド
ラ
マ
風
に
揺
れ　
　

い
ず
み

���  MANIWA

選：久世川柳会 　則金   泉さん
��������	
�

鮭ボールの豆乳ソース
みそ風味の豆乳ソースにショウガのアク
セントを効かせれば、こんがり揚げた鮭ボ
ールと絶妙な相性に！

今月のレシピ
提供は

延原智子 さん
（北房支部）

�材料  （４人分）

①タマネギはみじん切りにし、サラダ油をか
けて電子レンジに�分かける。
②鮭ボールの材料をすべて混ぜ、丸く形づく
り、こんがり揚げる。
③ソースのジャガイモをゆでてつぶしておく。
④コンソメスープに③、みそ、豆乳、ショウ
ガ汁を加え、水溶き片栗粉でとろみをつけ
てソースを作る。
⑤皿に④を敷き、②と、ゆでたパプリカとブ
ロッコリーを飾り付ける。
⑥お好みでオーロラソースをかける。
※塩鮭や鮭フレークを使うときは、調味料を
減らしましょう。

＜�人分栄養価＞
エネルギー ���ｋｃａｌ 　たんぱく質 ����ｇ
脂質 ����ｇ　カルシウム ��ｍｇ
鉄分 ���ｍｇ　塩分 ���ｇ

（鮭ボール）  
生鮭���ｇ、木綿豆腐���ｇ、タマネギ�/�個、
サラダ油小さじ�、塩小さじ�/�
片栗粉大さじ�、揚げ油適量
（ソース）
豆乳���ｃｃ、コンソメスープ���ｃｃ、ジャガ
イモ�/�個、ショウガ汁小さじ�、みそ大
さじ�、片栗粉小さじ�
（飾り）
パプリカ�/�個、ブロッコリー�/�房

�作り方
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しい たけ

お話  

真庭市
椎茸生産組合

岩田  勉   さん
（山久世）

�
�
�
�
�
�
�

�
��
��
��
��
�
�
�
�
�
	


�

　若い世代に椎茸の魅力や

栽培方法を伝える講座の開

催、女性部による椎茸料理

の研究、料理教室の開催な

ど、産地を守り育てるための

取り組みも続けています。

　生産量・品質とも県内一を誇る真庭の椎茸。真庭
市椎茸生産組合では、品質や生産意欲の向上を目指
し、真庭市椎茸品評会を毎年開催。生椎茸、乾椎茸
(こうしん・こうこ・どんこ)の4部門で品質を競って
います。こうした取り組みが実を結び、真庭の椎茸
はブランドとして定着。贈答用などとして各地へ出
荷されています。

第�回 真庭市椎茸品評会　優等賞

生椎茸の部
柴田盛正さん

こうしんの部
坂本克枝さん

こうこの部
岩田　勉さん

どんこの部
岩田　勉さん

　

真
庭
で
は
古
く
か
ら
南
部
を
中
心
に
椎
茸
栽
培
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
主
力
産
業
だ
っ
た
木
炭
な
ど
の

衰
退
に
よ
り
、
本
格
的
な
栽
培
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

最
盛
期
に
は
真
庭
の
各
地
で
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
輸
入
品
の
増
加
に
よ
っ
て
価
格
が
一

気
に
下
が
り
、
多
く
の
農
家
が
椎
茸
栽
培
か
ら
離
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
現
在
、
真
庭
市
椎
茸
生
産
組
合
に
は

　

名
が
加
入
し
、
真
庭
の
椎
茸
を
守
っ
て
い
ま
す
。

��
　

椎
茸
栽
培
の
魅
力
は
、
そ
の
奥
深
さ
に
あ
る
と
思
い

ま
す
。
一
般
的
に
は
ク
ヌ
ギ
な
ど
に
菌
の
入
っ
た
種
駒

を
打
ち
込
ん
で
発
生
さ
せ
ま
す
が
、
菌
は
と
て
も
繊
細

で
、
わ
ず
か
な
環
境
の
違
い
で
品
質
に
差
が
出
ま
す
。

ま
た
菌
の
一
つ
ひ
と
つ
に
個
性
が
あ
り
、
同
じ
原
木
で

も
同
じ
椎
茸
は
ま
ず
出
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
品
物
に
求

め
ら
れ
る
基
準
は
と
て
も
厳
し
く
、
大
き
さ
は
も
ち
ろ

ん
形
状
・
色
、
傘
の
模
様
な
ど
、
項
目
は
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。
最
高
品
質
の
も
の
に
な
る
と
、
何
万
本
と
い

う
木
か
ら
、
一
袋
揃
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
と

い
う
世
界
な
ん
で
す
よ
。

　

わ
た
し
た
ち
は
品
質
第
一
を
考
え
、
椎
茸
一
枚
一
枚

に
気
を
配
っ
て
栽
培
し
て
き
ま
し
た
。
大
量
生
産
に
は

向
き
ま
せ
ん
が
、
昨
今
の
食
の
安
全
・
安
心
に
対
す
る

社
会
の
意
識
変
化
を
見
て
も
、
こ
の
考
え
は
間
違
っ
て

い
な
か
っ
た
の
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

体
力
の
続
く
限
り
、
椎
茸
を
作
り
続
け
ま
す
。



���� MANIWA

（敬称略）
市内で受賞・出場をされた皆さんの中から、全国・県高位以上を
基準に掲載させていただいています。  情報をお寄せください。

■第��回全日本ユース（Ｕ-��）フット

　サル大会中国大会   �/��　鳥取県

　優勝－アヴァンサールＦＣ　

　市内出場者　酒井　瞬（鹿田）�

　第��回全日本ユース（Ｕ-��）フット

　サル大会　�/��～��　福岡県

■第��回関西学生アイスホッケーリー

　グ戦　��/��　大阪府　�部リーグ�

　位―同志社大学体育会アイスホッケー

　部　市内出場者  村松大輔（台金屋）�

　第��回日本学生氷上競技選手権大会　

　出場　�/�～�　北海道  

■岡山県中学校総合体育大会スキー競技　�/�～��

　鳥取県　男子ジャイアントスラローム

　�位、スラローム優勝―伴野晃平�

　　　　　　　 （禾津）女子クロスカント

　　　　　　　　リーフリー優勝、同クラ

　　　　　　　　シカル優勝－�川合優美

　　　　　　　　子（蒜山中福田）女子ク

　　　　　　　　ロスカントリー　フリー

　�位、同フリー�位－小谷文子�

　（湯原温泉）　第��回全国中学校スキー

　大会出場　�/�～�　石川県

■第��回岡山県高等学校総合体育大会スキー競技　�/�

　　　　　　　　～��　鳥取県　男子スラローム優勝－

　　　　　　　　�池田昌史（蒜山西茅部）

　　　　　　　　男子クロスカントリーフ

　　　　　　　　リー�位、同クラシカル

　　　　　�位－石原研一朗（蒜山下和）�

　第��回全国高等学校スキー大会出場

　�/�～�  新潟県

■第�回ＪＦＡ中国Ｕ-��女子�人制サ ッカー

　大会  ��/��  島根県   優勝－岡山プーガ

　市内出場者　坂元菜摘（古見）�

　全国ガールズ�（Ｕ-��）サッカーフェ

　スティバル出場　�/�～��　福島県　

■全国ホープス選抜卓球大会岡山県予選

　��/�� 岡山市  ホープス男子小学�年生  

　以下の部�位－山本竜也（勝山）�

　第�回全国ホープス選抜卓球大会出場

　�/��～��　宮城県  

■全国高校選抜卓球大会岡山県予選会

　��/��　津山市　女子シングルス�部

　　　　　　　優勝－山本智香子（勝山）�

　第��回全国高等学校選抜卓球大会出場

　�/��～��　東京都　

■����全日本綱引選手権岡山大会　��/��　真庭市

　　　　　　　　　　　　　　　　　男子優勝－月田金太

　　　　　　　　　　　　　　　　　郎綱引きクラブ�

　　　　　　　　　　　　　　　　　����全日本綱引選

　　　　　　　　　　　　　　　　　手権大会出場

　　　　　　　　　　　　　　　　　 �/��　千葉県 

■バイクトライアル中国選手権最終戦

　��/�　山口県

　Ｂクラス優勝、Ｂクラス総合�位－

　　　　　　　　　東院和宏（落合垂水）�

以下敬称略

■農業災害補償制度��周年記念岡山県大会　��/��

　　　　　　　　岡山市　全国農業共済

　　　　　　　　協会長表彰

　　　　　　　　� 田耕治（日名）

　　　　　　　　　　　笹井  巧（余野上）�

　岡山県農業共済組合連合会長表彰－

　中村睦夫（蒜山上徳山）、原田　清（福谷）

■第��回全国体育指導委員研究協議会　��/���　新潟県

　全国優良団体表彰－真

　庭市体育指導委員会

　〔代表  松本隆雄会長〕　

　全国功労者表彰－坂本

　慶子（下中津井）　��年

　勤続表彰－福井孝行（久

　世）、杉本安規（鉄山）

■第��回県民有林優良材展示コンクール　��/�　津山市

　農林水産大臣賞－河井秀宣（美甘）

■第��回全日本ハエトーナメント

　��/���　岡山市　�位、

　第��回全日本ハエ釣り王座決定戦

　��/��～��　岡山市　�位―

　　　　　　　　　　　  横山 和（久世）�

■第��回ＪＯＣジュニ

　アオリンピックカッ　

　プ大会中国地区予選

　�/�����  総社市

　女子優勝―岡山県選

　抜   市内出場者  左か

　ら   片岡尚香（落合垂

　水）、　綱島千紗（落合垂水）、市本倫子（上市瀬）　第��

　回ＪＯＣジュニアオリンピックカップ����ハンドボール

　大会出場　��/��～��/��　大阪府

■バーモントカップ第��回全日本少年

　フットサル大会岡山県大会　 ��/��

　岡山市　優勝－アヴァンサールＦＣ　

　　　　　  市内出場者　道満裕斗（西原）�

　バーモントカップ第��回全日本少年

　フットサル大会出場　�/�～�　東京都

�����������

��������
（西原）

　昭和��年福田尋常高等小学校

訓導に任命以来、別所小学校退

職までの��年間、教育一筋に生

きてこられました。温厚篤実な

人格と旺盛なる責任感で、児童

生徒への深い教育を持って学校

教育に専念されました。

�
�
�

��������		
����������
　勝山町監査委員として昭和��年から平
成��年の��年間、勝山町の適正な会計業務
および健全な財政運営に尽力されました。 
（平成��年��月��日逝去）
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このコーナーは、皆さんや支局から寄せられた情報で作成しています

歳
の
市
に
あ
ふ
れ
る
笑
顔

大人気の福引には、毎年行列ができます

親子で天体望遠鏡を完成させました

環
境
の
尊
さ
を
伝
え
続
け
る

　
　

月　

日
、
水
田
歳
の
市
が
Ｊ
Ａ
び
ほ
く
旧

��

��

水
田
支
店
前
（
宮
地
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ

の
市
は
、
古
く
か
ら
中
津
井
「
ぶ
り
市
」
に
合

流
す
る
連
鎖
市
と
し
て
行
わ
れ
、　

日
が
鹿
田

��

市
、　

日
が
水
田
市
、　

日
が
中
津
井
ぶ
り
市

��

��

と
つ
な
が
り
大
変
に
ぎ
わ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ

の
市
も
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
低
迷
し
て
い
ま

し
た
が
、
当
時
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
そ
う
と

商
工
会
水
田
支
部
が
中
心
と
な
っ
て
復
活
。
最

近
で
は
、
地
元
の
人
た
ち
に
よ
る
出
店
、
歌
や

踊
り
に
福
引
な
ど
、
手
作
り
の
催
し
物
に
た
く

さ
ん
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
年
末
に
は
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年　

月　

日
、
ハ
イ
ラ
ン
ド
お
ち
あ
い

��

��

��

で
、
環
境
課
主
催
の
環
境
学
習
「
冬
の
星
空
観
察

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
環
境
学
習
は
、
体
験

を
通
じ
て
環
境
へ
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、水
辺
の
生
き
物
調
査（
水

質
）や
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ（
省
エ
ネ
・
生
ご
み
削
減
）

な
ど
幅
広
い
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は

�
組
の
親
子
連
れ
が
望
遠
鏡
作
り
に
挑
戦
。
あ
い

に
く
の
天
候
で
屋
外
で
の
観
察
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
星
空
の
観
察
方
法
や
星
空
に
ま
つ
わ
る

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
話
、
そ
し
て
一
方
で
は
、
汚
染

さ
れ
た
大
気
や
、
過
剰
な
照
明
に
よ
る 
光  
害 
な
ど
、

ひ
か
り 

が
い

人
々
が
も
た
ら
す
公
害
が
星
空
観
察
に
支
障
に
な

っ
て
い
る
現
状
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

環境に配慮した市民参加のイベントに

市内からも多くの手作りキャンドルが寄せられ、この企画が実現しました

　

湯
原
温
泉
郷
が
ろ
う
そ
く
の
明
か
り
で
包
ま
れ
る

キ
ャ
ン
ド
ル
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー　

湯
原
温
泉
郷
（
ク
リ

in

ス
マ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
）
が
、
平
成　

年　

月　

日
〜

��

��

��

　

日
の
�
日
間
開
催
さ
れ
、約
�
、�
�
�
個
の
ろ
う

��そ
く
に
火
が
と
も
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
か
ら
は
、
ろ

う
そ
く
の
一
部
に
廃
食
油
を
使
っ
た
「
エ
コ
キ
ャ
ン

ド
ル
」
を
使
用
。
電
球
や
ネ
オ
ン
の
明
か
り
と
は
一

味
違
う
、
炎
の
や
わ
ら
か
な
明
か
り
が
、
訪
れ
た
家

族
連
れ
や
カ
ッ
プ
ル
を
や
さ
し
く
包
ん
で
い
ま
し

た
。
こ
の
キ
ャ
ン
ド
ル
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
は
、
�
月
�

日
〜　

日
に
バ
レ
ン
タ
イ
ン
キ
ャ
ン
ド
ル
と
し
て
、

��

も
う
一
度
わ
た
し
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。



まちの話題

��／��  ����人が感動した歓喜の歌
久世エスパスホールで第

九演奏会が開催され、��

人の市民合唱団と、今回

のために県内から集まっ

た指揮者を含む��人の管

弦楽団は、約���人の聴衆

を前に迫力ある演奏を披

露しました。

�／� 仲間と踏み出す新年の第一歩
新春マラソン大会が市内

各地で開催。中和地区で

は中和今日走会（きょう

そうかい）が主催する中

和新春ジョギング大会が

開催され、��名の参加者

がコース内に点在する寺

社を巡りました。

�／��  使用済み封筒が大変身
リサイクルプラザまにわ

でリサイクル体験講座が

開催されました。今回は、

使用済みの封筒を使った

小物入れ作りを体験。��

人の参加者は�時間��分

ほどで立派な小物入れを

完成させました。

パンフレットは協賛施設または市役所窓口に置いてあります

�／�  この感触、この開放感が最高
年末から年始にかけての

寒波到来により、市内の

スキー場がオープンを迎

えました。ひるぜんベア

バレースキー場にも、待

ちわびた愛好家らが県内

外から訪れ、雪の感触を

楽しんでいました。

�／��  無火災を願い  たすき リ レ ー
新春交流防火駅伝大会が

月田小学校を会場に開催

されました。これは月田

スポーツ少年団が地区の

火災ゼロを願って毎年行

っているもので、���名が

��チームに別かれ���㌔

を競いました。

ど
の
賞
品
が
当
た
る
か
な

　

観
光
回
廊
真
庭
誘
客
協
議
会
が
主
催
す
る
、
観

光
回
廊
真
庭
シ
ー
ル
ラ
リ
ー
が
市
内
で
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
真
庭
市
と
新
庄
村
を
大
き
く
�
つ
の

エ
リ
ア
に
分
け
、
協
賛
施
設
で
�
�
�
円
以
上
の

買
い
物
を
す
る
な
ど
、
一
定
の
条
件
を
満
た
し
て

シ
ー
ル
を
手
に
入
れ
応
募
す
る
と
、
集
め
た
シ
ー

ル
枚
数
、
訪
れ
た
地
域
数
に
よ
り
、　

組
、
�
�

��

�
名
に
宿
泊
券
や
食
事
券
な
ど
の
賞
品
が
抽
選
で

当
た
り
ま
す
。
締
め
切
り
は
�
月　

日
�
（
消
印

��

有
効
）。
�
月
�
日
、
道
の
駅
醍
醐
の
里
で
も
、
訪

れ
た
買
い
物
客
に
応
募
用
紙
が
付
い
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
と
シ
ー
ル
を
渡
す
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
同

日
現
在
、
応
募
数
は
約
�
�
�
通
で
す
。

矢谷絹枝さん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

��� MANIWA

　

�
月　

日
に
、矢
谷
絹
枝
さ
ん（
五
反
）、御

��

船
雅
光
さ
ん
（
蒜
山
東
茅
部
）
が
、
そ
れ
ぞ

れ
百
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。矢
谷
さ
ん
は
、

今
で
も
身
の
回
り
の
こ
と
は
自
分
で
で
き
る

ほ
ど
お
元
気
で
、
週
�
回
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

で
、
手
芸
を
し
た
り
、
友
人
た
ち
と
お
し
ゃ

べ
り
す
る
の
を
一
番
の
楽
し
み
に
し
て
お
ら

れ
ま
す
。
散
歩
が
大
好
き
だ
っ
た
御
船
さ
ん

は
、
最
近
膝
に
水
が
た
ま
っ
て
通
院
加
療
中

と
の
こ
と
で
す
が
、
テ
レ
ビ
で
の
相
撲
観
戦

な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、
毎
日
を
の
ん
び
り

と
過
ご
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
す
て
き
な
笑
顔

が
印
象
的
な
お
二
人
で
し
た
。

御船雅光さん
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編集後記
ままににわわが スキッ !!
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　大好きなスキーシーズン到来。今年もバリバリ滑り
に行くぞ！と意気込んでいると「石油も上がってわが家
の財政は大変なのよ」と奥様からグサッと一言。厳し
い現実をもっと知らなければならないようです。 �辰 
　
　環境やエネルギーの問題が、ついに目に見える形
で生活に影響を与えるまでになりました。でも、そう
といってため息ばかりついていても何も変わりませ
ん。わたしも「もったいない」から始めてみます。 ◯佳 
　
　何か一つのことを成し遂げるには大変な労力がか
かりますが、終わったあとの達成感や連帯感の高まり
はうれしいものです。�月、�月も賛同者が協力して
行う催しが続きますので、足をお運びください。 �福 

　

勝
山
町
並
み
保
存
地
区
の
百
六
十
軒
を
超
す
民
家
・
商
家
の
軒
先
に
由
緒

あ
る
お
雛
さ
ま
や
趣
向
を
凝
ら
し
た
お
雛
さ
ま
が
飾
ら
れ
ま
す
。
白
壁
や 
連 

れ
ん

 
子  
格  
子 
の
家
並
み
に
お
雛
さ
ま
が
並
ぶ
様
子
は
、
昔
懐
か
し
い
風
景
を
鮮
や

じ 

こ
う 

し

か
に
彩
り
、
の
れ
ん
の
町
勝
山
に
春
を
呼
び
込
み
ま
す
。　

愛
ら
し
い
お
雛
様
と
心
か
ら
の
お
も
て
な
し
で
皆
様
を
お
出
迎
え
し
ま
す
。

�月中、お雛さまを

飾っています。静か

なたたずまいを見

せる三浦邸にも足

をお運びください。

庭にはツバキが咲

いています。

旧勝山藩主

���

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

勝
山
文
化
往
来
館
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ひしおのお雛まつり 「源氏物語扇形絵と貝合わせ展」

二 
〇 
〇 
八 
年 
三
月 
一 
日 （ 
土 
） 〜 
五 
日 （ 
水 
） 

昔ながらの町並み風情の残る旧陣屋町（下中津井）を

輿入れ道中が練り歩きます

�/���、���　
奥吉備ほくぼう なかつい陣屋周辺

江戸（後）期の 輿 入れ道中（嫁入り）を再現
こし

雛 の 文 化ま つり

�/��～���　��：��～��：��　入場料���円

源氏物語扇形絵��点（ロンドン在住の個人所蔵）が

日本へ里帰り。新作の「貝合わせ」もお楽しみに。


